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例 言
１ 本書は平成２８年度に北海道立埋蔵文化財センター指定管理者 公益財団法人北海道埋蔵文化財セ

ンターが実施した重要遺跡確認調査の報告書（第１２集）である。

２ 本報告書では岩内町東山１遺跡、湧別町シブノツナイ竪穴住居群についての調査成果を所収した。

３ 本書の執筆はⅠ章を坂本尚史（第１調査部普及活用課）と藤井浩（平成２６・２７年度重要遺跡確認

調査担当者）が、Ⅱ章を藤井と坂本が、Ⅲ章を坂本が行い、全体の編集は坂本尚史が担当した。

４ 写真撮影及び図版作成は中山昭大（第１調査部第１調査課）が行った。また、空撮は㈱シン技術

コンサルおよび吉田祐吏洋氏の協力を得た。

５ Ⅱ章岩内町東山１遺跡掲載遺物の縮尺は、実測図版が１：４（土器のみ）、写真図版が土器を１：３、

剥片石器・石斧を１：２、礫石器を１：３とした。石器は写真図版にのみ掲載した。

６ 基準点測量、およびトータルステーションシステムや遺跡管理システムなど測量機材の借用につ

いては㈱シン技術コンサルに委託した。現地では作業員への機材操作指導などの協力も得た。

７ 本報告書は年次報告の性格上、整理途中の成果報告を含むため、前年度報告に誤りや変更等があ

る場合については本報告にあらためて訂正し掲載、報告した。

８ 調査・報告にあたり、下記の諸機関及び各位のご指導・ご協力をいただいた（順不同・敬称略）。

北海道教育庁生涯学習部文化財・博物館課

北海道大学 小杉 康 高瀬克範

東京大学 熊木俊朗

岩内町教育委員会 中村輝幸 川上清輝
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Ⅰ 重要遺跡確認調査について

１ 重要遺跡確認調査

北海道立埋蔵文化財センターは、北海道教育委員会（以下、道教委）が北海道史をたどる上で重要

であるとした遺跡の重要遺跡確認調査を行ってきた。これまでに、平成１２年度に小樽市・余市町の西

崎山ストーンサークル、１３・１４年度に奥尻町青苗砂丘遺跡、１５・１６年度に恵山町（現函館市）恵山貝

塚、１７～２１年度に幌延町・豊富町の音類竪穴群、２２・２３年度に斜里町朱円周堤墓（道指定史跡「斜里

朱円周堤墓及び出土遺物」）、２４・２５年度は芦別市野花南周堤墓群（道指定史跡「野花南周堤墓群」）

の調査を行った。平成２６年度からは岩内町東山１遺跡（道指定史跡「岩内東山円筒文化遺跡」）、湧別

町シブノツナイ竪穴住居群（道指定史跡「シブノツナイ竪穴住居跡」）の調査に着手した。今年度は

岩内東山１遺跡の整理作業とシブノツナイ竪穴住居群の測量調査を行った。東山１遺跡については本

報告をもって調査を完了する。

２ 今年度の調査について

昨年度に続き、本年度も岩内町東山１遺跡及び湧別町シブノツナイ竪穴住居群、２か所の遺跡が調

査対象となった。調査の具体的な内容は道教委による「平成２６～２９年度重要遺跡確認調査実施要領」

に基づき、道教委、岩内町、湧別町各教育委員会との打ち合わせにより計画されたものである。

今年度の調査は主に、東山１遺跡平成２６・２７年度調査資料の整理、シブノツナイ竪穴住居群の測量

調査を行った。本報告書（重要遺跡確認調査報告書第１２集）では、東山１遺跡の整理結果と、シブノ

ツナイ竪穴住居群での測量成果について報告している。

図�－１ 国、道指定史跡の位置と重要遺跡確認調査
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表Ⅰ－１ 重要遺跡確認調査一覧

年度 対象遺跡 登録番号 所在地 種別 主な調査方法 調査面積 主な時期 主な遺構 主な出土遺物 掲載報告書

平成１２年度

小樽市
余市町
西崎山
ストーン
サークル

０１２０３�
D�０１�６４
（小樽市）
０１４０８�
D�１９�０４
（余市町）

小樽市蘭島
余市町栄町

配石
遺構 発掘調査 １４０㎡ 縄文時代

後期 配石遺構
縄文時代後期、晩
期の土器、黒曜石
の剥片

重要遺跡確
認調査報告
書 第１集

平成１３年度

奥尻町
青苗砂丘
遺跡

０１３６７�
C�０７�４

奥尻郡奥尻町
字青苗３６４・
３６８番地

集落跡 発掘調査 ９０㎡
オホーツク
文化期

擦文文化期

住居跡１軒
土壙１基
貝塚１か所
焼土３か所

オホーツク式土器、
土師器 石器、
石製品
骨角器 金属製品
自然遺物

重要遺跡確
認調査報告
書 第２集

平成１４年度 ０１３６７�
C�０７�４

奥尻郡奥尻町
字青苗３６４・
３６８番地

集落跡 発掘調査 ９０㎡
オホーツク
文化期

擦文文化期

住居跡４軒
墓２か所
貝塚１か所

恵山式土器
オホーツク式土器
土師器及び擦文土器
石器類玉など石製品
骨角製品、金属製品、
自然遺物

重要遺跡確
認調査報告
書 第３集

平成１５年度

函館市
恵山貝塚

０１２０２�
B�１０�３５

函館市字恵山
３０８番地の１
ほか

貝塚 発掘調査 ９７㎡ 続縄文時代
前半

竪穴式建物の可
能性のあるもの
６か所
墓の可能性のあ
るもの４か所
遺構覆土中に形
成された魚骨層
を２か所で確認

土器、石器、骨角器
重要遺跡確
認調査報告
書 第４集

平成１６年度
函館市字恵山
３０８番地の２
ほか

貝塚 発掘調査 １６９㎡ 続縄文時代
前半

盛土遺構（続縄文
時代のもので、厚さ
は１�を超える）
竪穴住居跡１か所
土壙２か所
集積１か所
焼土

土器、石器、
骨角製品

重要遺跡確
認調査報告
書 第５集

平成１７年度

幌延町・
豊富町音類
竪穴群

０１４８８（幌
延町）�
０１５１０（豊
富町）�
G�０９�０１

天塩郡幌延町
字浜里１８８
ほか

国有林１７４～
１７５林班

集落跡 測量調査
踏査 約６�

擦文文化期
アイヌ文化

期

竪穴状の窪み
７９６か所

チャシ跡３か所

踏査のため出土遺
物はなし。

重要遺跡確
認調査報告
書 第６集

平成１８年度
平成１９年度
平成２０年度 重要遺跡確

認調査報告
書 第７集平成２１年度

平成２２年度 斜里町
斜里朱円周
堤墓

０１５４５�
I�０８�３８

斜里郡斜里町
朱円西７６番地

１
墳墓 発掘調査

２１０㎡
（トレンチ
調査面積）

縄文時代
後期

周堤墓２基
（A号、B号）

縄文土器片
※昭和２３，２４年度
調査時の出土遺物
の資料化を行う

重要遺跡確
認調査報告
書 第８集平成２３年度

平成２４年度 芦別市
野花南
周堤墓群

０１２１６�
E�０４�０２１

芦別市野花南
町３２５６，３２５７ 墳墓 発掘調査

８６．５㎡
（トレンチ
調査面積）

縄文時代
後期

周堤墓２基
（１号、２号）

縄文時代後期から
晩期土器片、黒曜
石石器類

重要遺跡確
認調査報告
書 第９集平成２５年度

平成２６年度

岩内町
東山１遺跡

０１４０２�
D�１３�０１

岩内郡岩内町
東山１５、１６�１・
２番地

集落跡 発掘調査

６００㎡
（トレンチ
調査等面
積）

縄文時代
前期

縄文時代
中期

盛土遺構１
竪穴住居跡４
土坑１３

柱穴状ピット７
焼土１２

（表面確認分を含む）

縄文土器片
（前期から中期）
石器類
（礫石器を主とする）

重要遺跡確
認調査報告
書 第１０集

湧別町
シブノツナイ
竪穴住居群

０１２１６�
I�２１�３５

北海道湧別群
湧別町川西
４９９�１、４９９�２
９３０７２２�１
７２２�２７２２�３
７２０７１９５０３
５０２�１，２７１４
７１７７１８

集落跡 踏査

１３９，４８６㎡
（史跡指定
範囲及び
測量範囲）

擦文文化期
竪穴状の窪み
６６５か所

※文献資料による。
なし

平成２７年度

岩内町
東山１遺跡
（道指定史跡
岩内東山円
筒文化遺跡
を含む）

０１４０２�
D�１３�０１

岩内郡岩内町
東山２番地１、
１４番地１

集落跡 発掘調査

６０㎡
（トレンチ
調査等面
積）

縄文時代
前期

縄文時代
中期

盛土遺構１
土坑６

（いずれも１４番
地１）

縄文土器片
（前期から中期）
石器類
（礫石器を主とする）

重要遺跡確
認調査報告
書 第１１集湧別町

シブノツナイ
竪穴住居群
（道指定史跡
シブノツナイ
竪穴住居跡）

０１２１６�
I�２１�３５

北海道湧別群
湧別町川西
４９９�１、４９９�２
９３０７２２�１
７２２�２７２２�３
７２０７１９５０３
５０２�１，２７１４
７１７７１８

集落跡 測量調査

１３９，４８６㎡
（史跡指定
範囲及び
測量範囲）

続縄文時代
擦文文化期
オホーツク
文化期

大小様々な竪穴
状の窪み４３５か
所を確認し、位
置計測と１３９か
所の詳細測量を
行った。

なし

平成２８年度

岩内町
東山１遺跡
（道指定史跡
岩内東山円
筒文化遺跡
を含む）

０１４０２�
D�１３�０１

岩内郡岩内町
東山２番地１、
１４番地１

集落跡 整理作業 �
縄文時代
前期

縄文時代
中期

� なし

重要遺跡確
認調査報告
書 第１２集
（本報告書）

湧別町
シブノツナイ
竪穴住居群
（道指定史跡
シブノツナイ
竪穴住居跡）

０１２１６�
I�２１�３５

北海道湧別群
湧別町川西
４９９�１、４９９�２
９３０７２２�１
７２２�２７２２�３
７２０７１９５０３
５０２�１，２７１４
７１７７１８

集落跡 測量調査

１３９，４８６㎡
（史跡指定
範囲及び
測量範囲）

続縄文時代
擦文文化期
オホーツク
文化期

竪穴５２７か所を
確認し、詳細測
量と地形測量を
行った。

なし

重要遺跡確認調査報告書

2



Ⅱ 岩内町東山１遺跡の調査

１ 調査の概要

� 調査要項

調 査 名 称 重要遺跡確認調査

調 査 対 象 岩内町東山１遺跡（埋蔵文化財包蔵地登載番号D�１３�１）
北海道指定史跡「岩内東山円筒文化遺跡」（昭和４３年３月２９日指定）

所 在 地 岩内町字東山２－１・３１・３４、９、１０、１３－１・２・４・８、１４－１・１７～２０、１５、

１６－１～４、２３－２・８～１４、２９－２番地

対 象 面 積 東山１５区 ３４８５．９５㎡（岩内町字東山１５番地）

東山１６－１・２区 ２１２０．８５㎡（岩内町字東山１６－１・２番地）

「史跡」地区 ３１７１．２㎡ （岩内町字東山２番地１、道指定史跡範囲）

「第２地点」地区 ５６５．３２㎡ （岩内町字東山１４番地１）

調 査 面 積 平成２６・２７年度総調査面積 ６６０㎡

平成２６年度 ６００㎡（東山１５区 ４５０㎡、東山１６－１・２区 １５０㎡）

平成２７年度 ６０㎡（「史跡」地区 ４５㎡、「第２地点」地区 １５㎡）

� 調査体制

平成２８年度

北海道立埋蔵文化財センター指定管理者 公益財団法人北海道埋蔵文化財センター

理 事 長 越田賢一郎

副 理 事 長 中田 仁

事 務 局 長 山田 寿雄

常 務 理 事 長沼 孝

総 務 部 部長 和田 基興

第１調査部 部長 長沼 孝

普及活用課 課長 田口 尚

主査 坂本 尚史

第１調査課 課長 中山 昭大

� 調査の経緯

昭和３１・３２年の調査から本報告に至るまでの経緯を一覧にして掲載した（表Ⅱ－１ 図Ⅱ－３）。

詳細は第１０集、１１集に記載がある。今年度は平成２６・２７年度調査の出土遺物の整理作業を行い、その

成果について掲載した。

� 関連資料調査

関連資料調査については、昨年度に引き続き、道指定有形文化財「岩内東山円筒文化遺跡出土の遺

物」の写真撮影を行った。指定文化財は岩内町郷土館収蔵庫（岩内町字清住）内にて保管されており、

Ⅱ 岩内町東山１遺跡の調査
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図�－１ 遺跡位置図

重要遺跡確認調査報告書
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図�－２ 発掘区位置図

Ⅱ 岩内町東山１遺跡の調査
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表Ⅱ－１ 調査経緯一覧

年 次 内 容 確認遺構、遺物など 報告・
関連刊行資料

図Ⅱ�３
の位置

昭和３１年 ９月
岩内町教委調査（桐井力蔵を担当者とする）
（第１地点 場所不明 第２地点 東山１４番１）

【第１地点】 竪穴住居跡３
軒（円筒土器下層式２軒、
上層式１軒）
【第２地点】 竪穴住居跡２
軒（円筒土器下層式１軒、
上層式１軒）

岩内町
岩内町教育委員会

編
『岩内遺跡』

①

昭和３２年 ７月 ②

昭和３３年 上記調査成果の報告書「岩内遺跡」刊行

昭和４３年
道指定史跡「岩内東山円筒文化遺跡」
道指定有形文化財「岩内東山円筒文化遺跡出
土の遺物」

③

昭和５８年 道教委一般分布調査 東山１遺跡

平成７年 ６月 公営住宅（東山団地）建て替え事業にかかる
試掘調査 ④

平成１２年 ８月 道教委「工事立会」（町青少年会館解体、東
山９番） 遺構、遺物確認 ⑤

平成１３年 ４月 道教委「試掘調査」（町道１０８号特改１種工
事）

⑥
平成１３年 ７～１０月 町教委「発掘調査」（町道１０８号線改良、東山

２９番の２）
竪穴住居跡２５基
土坑１０２基、
「捨て場遺構」１か所

町教委編『東山１
遺跡』平成２２年３

月
平成１４年 ５～１０月 町教委「発掘調査」（町道１０８号線改良、東山

２９番の２）

平成１５年 ５～９月 町教委「発掘調査」（町道１０８号線改良、東山
２９番の２）

平成１７年 ７月 道教委「試掘調査」（東山団地除却工事）

⑦平成１７年 ９月 道教委「工事立会」（東山団地除却、東山１６
番１） 遺構、遺物確認なし

平成１７年 ９月 町教委「工事立会」（東山団地除却、東山１５
番１、１６番１，２） 遺物多数あり

平成１８年 ６月 道教委「工事立会」（公共下水道汚水管敷設） 遺構、遺物確認なし
平成１８年 １２月 道教委「試掘調査」（公共下水道汚水管敷設） 遺物確認あり

⑧
平成１９年 ４・６月 道教委「工事立会」（公共下水道、東山２９番

２） 立会１，２
竪穴住居跡１
土坑６

町教委編『東山１遺
跡Ⅱ』平成２２年３月

平成１９年 １０・１１月 町教委「工事立会」（個人住宅建設、東山２３
番１３） 遺構、遺物確認なし ⑨

平成２０年
９月 道教委「試掘調査」（斎場建設） 遺構確認

⑩
１０月 道教委「工事立会」（斎場建設、東山１６番３）

立会３
土坑２
溝状遺構１

町教委編『東山１
遺跡Ⅱ』平成２２年

３月
平成２１年 ５月 町教委「工事立会」（斎場駐車場整備、東山

１６番１） 遺構、遺物確認なし ⑪

平成２１年 ７月 町教委「工事立会」（個人住宅建設、東山２３
番９） 遺構、遺物確認なし ⑫

平成２２年 ４月 道教委「試掘調査」（墓地管理事業） 遺構、遺物あり
⑬

平成２２年 ５～８月 道教委・町教委工事立会（墓石新築・建替工
事、東山２番１１０番） 遺構、遺物あり（盛土遺構）

町教委編『東山１
遺跡Ⅲ』平成２７年

３月

平成２２年 ９月 道教委・町教委工事立会（災害復旧応急対策
東山２番） 遺構、遺物確認なし ⑭

平成２３年 ４～９月 道教委・町教委工事立会（墓石新築・建替工
事、東山２番１１０番） 遺構、遺物あり ⑬

平成２３年 ９月 道教委工事立会（復旧治山切土） 遺構、遺物確認なし ⑮

平成２４年 ４～１０月 道教委・町教委工事立会（墓石新築・建替工
事、東山２番１１０番） 遺構、遺物あり ⑬

平成２４年 ６月 道教委工事立会（排水管新設） 遺構、遺物あり（盛土遺構） ⑯

平成２４年 ６月 町教委工事立会（フェンス設置） 遺構、遺物確認なし ⑰
平成２４年 ９月 道教委工事立会（復旧治山植栽） 遺構、遺物確認なし ⑱

平成２５年 ４～９月 道教委・町教委工事立会（墓石新築・建替工
事、東山２番１１０番） 遺構、遺物あり（盛土遺構） ⑬

平成２６年 ４～１０月 道教委・町教委工事立会（墓石新築・建替工
事、東山２番１１０番） 遺構、遺物あり ⑬

平成２６年度 １０～１１月 重要遺跡確認調査
発掘調査（東山１５番，１６番－１・２）

盛土遺構
竪穴住居跡
土坑 柱穴状ピット 焼土

重要遺跡確認調査
報告書第１０集 ⑲

平成２７年度 ７～８月 重要遺跡確認調査
発掘調査（史跡地区、第２地点地区）

盛土遺構
竪穴住居跡
土坑 焼土

重要遺跡確認調査
報告書第１１集 ③⑳

平成２８年度 重要遺跡確認調査
（出土遺物等整理作業）

重要遺跡確認調査
報告書第１２集
（本報告）

重要遺跡確認調査報告書

6



図�－３ 東山１遺跡調査成果概要図
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その一部が郷土館の常設展示に展示されている。現状変更申請許可後、平成２７年１２月１８日（金）に北

海道立埋蔵文化財センターへと移動し、計測や写真撮影などの資料化作業を行った。

２ 調査成果の概要

重要遺跡確認調査では、平成２６・２７年度に４地区（面積９，０４０．３２㎡）を対象に、２５か所の発掘区・

試掘坑（面積６６０㎡）を設定し、発掘調査を行った。４つの地区とは東山１５区、東山１６－１・２区、「史

跡」地区、「第２地点」地区である。調査により、遺構は盛土遺構２か所、竪穴住居跡４軒、土坑１３

基、柱穴状土坑１３基、焼土１２か所の範囲を確認した。その内、盛土遺構と竪穴住居跡の一部を調査し

た。遺構の時期は土器の出土状況から縄文時代前期後半～中期前半とみられ、特に前期末葉が主体と

考えられた。竪穴住居跡・土坑などの遺構は東山１５区に集中し、同地区に竪穴住居跡群・土坑群を形

成し二つの盛土遺構が近接する景観が復元された。対して「史跡」地区では遺構・遺物がほとんど

確認されなかったことから、遺跡の範囲が同地区に及んでいない可能性が指摘された。遺物は土器

５，６５８点、石器・礫２，２４４点、総計７，９０２点で、東山１５区および第２地点地区の盛土遺構から多く出土

している。

なお、遺物点数については、分類の見直し及び再集計により、先の１１集での報告とは異なるところ

があるが、本報告表Ⅱ－２を最終の集計結果とする。

表Ⅱ－２ 出土遺物集計結果

調

査

年

度

発 掘 区

土 器
石 器

礫
・
礫
片

総

計

剥 片 石 器 礫 石 器

石
器
合
計

縄
文
前
期
後
半

縄
文
中
期
前
半

縄
文
前
期
〜
中
期

不
明

土
器
合
計

石
鏃

石
槍
ま
た
は
ナ
イ
フ

石
錐

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

両
面
調
整
石
器

フ
レ
イ
ク
・
チ
ッ
プ

剥
片
石
器
合
計

石
斧
敲
石

扁
平
打
製
石
器

石
鋸

北
海
道
式
石
冠

す
り
石

台
石
・
石
皿

礫
石
器
片

礫
石
器
合
計

平

成

２６

年

度

東

山

１５

区

トレンチ１ １０５ ２６ １２０ １９３ ４４４ １６ １６ １ ３ ２ １ ２ ３ ４ １６ ３２ ５０ ５２６

トレンチ２ ４ ３２ １７ ２９ ８２ １ ２０ ２１ ２ １ ２ ７ １２ ３３ ３２ １４７

トレンチ３ １ ８ ４ ７０ ８３ ２４ ２４ １ ０ １ ２ １ ２ ７ ３１ ４７ １６１

トレンチ４ ８２ ４１ ４１ １３３ ２９７ １ ６８ ６９ １ ８ ２ ２ ２１６ ６ ３ ４０ １０９ ７３ ４７９

トレンチ５ １８９ ２５３ ８２ ３００ ８２４ １ ２ ３ ６０ ６６ ４１３ ３ １６１１ ５ ５ ５７ １２３ １２７１０７４

トレンチ６ ０ ０ ０ ０ ０

トレンチ７ １ １ １ １ ２ ２ ３ ４２ ４６

トレンチ８ ５１ ３０ ８８ ３ １７２ ３ ３ １ ２ ３ ６ ２ １８０

トレンチ１１ ７２８ ４ ３８ ２９８１０６８ １ ５２９ ５３０ １ ６ ３ １ ２１０ ４ ２７ ５５７ ８７１７１２

トレンチ１２ ６ １２ １５ ３３ １ １ ２ １ １ １ ３ ５ １１ ４９

計 １１６０ ４００ ４０３１０４１３００４ ２ １ ３ ４ ７２２ ７３２ １６７ ８９９ ４７１４３７４

東
山
１６
�
１・２
区

トレンチ９ １９ １ １３ ２７ ６０ １２ １２ ０ １２ ２６ ９８

トレンチ１０ １５ １ １９ ３５ １ １ ０ １ ３６

トレンチ１３ ３ １ ４ ２ ２ １ １ ２ ４ ８

トレンチ１４ １０９ １ １９ １１８ ２４７ １０ １０ １ １ ２ １２ ６ ２６５

計 １４３ ２ ３６ １６５ ３４６ ２５ ２５ １ １ １ １ ４ ２９ ３２ ４０７

表 採 ６ ６ ０ ０ ６

平成２６年度計 １３０３ ４０２ ４４５１２０６３３５６ １ １ １ ３ ４ ７４７ ７５７ ７３５１５ １２３４８１９２３ １７１ ９２８ ５０３４７８７

平
成
２７
年
度

第２地点地区２TR１ １１２６ ６５ ８５０ ２４２２２８３ ６ １ １ ２ １ ２３２ ２４３ ２１６ ５ １ ２２３ ９４３ １０１ ３４４ ４５２３０７９

史跡地区TR１ １９ １９ １７ １７ ０ １７ ３６

平成２７年度計 １１２６ ６５ ８６９ ２４２２３０２ ６ １ ０ １ ２ １ ２４９ ２６０ ２１６ ５ １ ２２３ ９４３ １０１ ３６１ ４５２３１１５

総 計 ２４２９ ４６７１３１４１４４８５６５８ ７ ２ １ ４ ６ １ ９９６１０１７ ９５１２０ ２２５７１２８６６ ２７２１２８９ ９５５７９０２
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表Ⅱ－３ 遺構出土遺物集計結果

年
度 発掘区名 遺構名 層位

土器 剥片石器

縄
文
前
期
後
半

縄
文
中
期
前
半

前
期
〜
中
期

不
明

土
器
計

石
鏃

石
槍
ま
た
は
ナ
イ
フ

石
錐

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

両
面
調
整
石
器

フ
レ
イ
ク
・
チ
ッ
プ

剥
片
石
器
計

Ｈ
２６

発掘区１ 盛土遺構 盛土層 ２２ ２ ５ ２８ ５７ ３ ３

発掘区２
土坑 P２�１ 土坑覆土 ２ ２
土坑 P２�２ 土坑覆土 ２ ２ １ ７ ８

発掘区３ 竪穴住居跡３�１ 竪穴覆土 ８ ４ １５ ２７ １６ １６

発掘区４ 竪穴住居跡４�１
Ⅲ層

竪穴覆土上層 ５１ ２９ ３２ ２３ １３５ １ ３６ ３７
竪穴覆土下層 １２ １ ３ ４ ２０ ７ ７

発掘区５
盛土遺構

盛土上層 ４ ４
盛土層 ８６ １２３ １２ ２０２ ４２３ １ １ ２６ ２８

竪穴住居跡５�１ 竪穴覆土 ６９ ５ ４５ ２９ １４８ １ ２ ２０ ２３
発掘区７ 土坑 土坑覆土

発掘区１１ 盛土遺構
盛土上層 ２５２ ２ ２５４
盛土層 ４２５ ８ ２９０ ７２３ １ ５２０ ５２１

H２６合計 ９１９ １６８ １１１ ５９１１７８９ ２ ３ ３ ６４１ ６４９

Ｈ
２７

第２地点
地区

トレンチ
１

盛土遺構

盛土上層 １４３ ３１ ２９６ ５６ ５２６ ５ １ ６４ ７０
盛土中層 １３２ １ ６９ ９ ２１１ １ ６１ ６２
盛土下層 ２７２ ８ １７８ ２６ ４８４ １ １ １ １ ５９ ６３
盛土最下層 １６６ ３ ７２ ４６ ２８７ ４ ４
盛土層 ３ ３

竪穴住居跡 掘上土上層 ２８５ １７ ２１３ ７１ ５８６
H２７合計 ９９８ ６０ ８２８ ２０８２０９４ ６ １ １ ２ １ １９１ ２０２
総計 １９１７ ２２８ ９３９ ７９９３８８３ ８ １ ４ ５ １ ８３２ ８５１

年
度 発掘区名 遺構名 層位

礫石器

礫
・
礫
片
ほ
か

石
器
総
計

総
合
計

石
斧

敲
石

扁
平
打
製
石
器

石
鋸

北
海
道
式
石
冠

す
り
石

台
石
・
石
皿

礫
石
器
片

礫
石
器
計

Ｈ
２６

発掘区１ 盛土遺構 盛土層 １ １ １ ３ １７ ２３ ８０

発掘区２
土坑 P２�１ 土坑覆土 １ １ ３ ３
土坑 P２�２ 土坑覆土 ２ ２ ３ １３ １５

発掘区３ 竪穴住居跡３�１ 竪穴覆土 １ １ ２ １ ２ ７ １７ ４０ ６７

発掘区４ 竪穴住居跡４�１
Ⅲ層 １ １ １ １

竪穴覆土上層 １ １ １ ２ ２ ２ ２ １１ １９ ６７ ２０２
竪穴覆土下層 ３ １ ４ ２０ ３１ ５１

発掘区５
盛土遺構

盛土上層 ２ ４ ６ ５ １５ １５
盛土層 ２ ５ ２ １ １ １１ ４８ ８７ ５１０

竪穴住居跡５�１ 竪穴覆土 ２ ５ １０ ４ ３ ３ ２７ ２０ ７０ ２１８
発掘区７ 土坑 土坑覆土 ２ ２ ２ ４ ４

発掘区１１ 盛土遺構
盛土上層 ２５４
盛土層 １ ６ ４ ２ １０ ４ ２７ ８４ ６３２ １３５５

H２６合計 ６ ２３ ８ １ １７ ２５ １２ １０ １０２ ２３５ ９８６ ２７７５

Ｈ
２７

第２地点
地区

トレンチ
１

盛土遺構

盛土上層 １ １ １ ６ ２ １１ ２２ １４８ ２４０ ７６６
盛土中層 ５ １ ４ ６ １６ ３２ １１０ ３２１
盛土下層 １ ３ ３ ２ ８ １７ ４９ １２９ ６１３
盛土最下層 １ ５ ２９２
盛土層 ７ １０ １０

竪穴住居跡 掘上土上層 １ １ ２ ２ ５８８
H２７合計 ７ ５ １ １ ９ ９ ２５ ５７ ２３７ ４９６ ２５９０
総計 ６ ３０ １３ ２ １８ ３４ ２１ ３５ １５９ ４７２１４８２ ５３６５
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３ 出土遺物

調査は四つの地区を対象に２５か所の発掘区・試掘坑を設定して行った。以下、区ごとに出土状況の

概要と出土土器・石器の観察結果を記載する。なお、「史跡」地区は出土遺物が断片的で時期特定が

可能なものや定形的なものがみられないため、遺物を掲載していない。

� 東山１５区（平成２６年度調査）

東山１５区では１０か所の発掘区を設定し、４５０㎡を調査した。出土遺物は土器３，００４点、石器８９９点、

礫・礫片４７１点、合計４，３７４点で、４つの区の中で最も遺物点数が多い。当該区からは竪穴住居跡４軒、

土坑１２基、柱穴状ピット７基、焼土１０か所、盛土遺構１か所を検出しており、遺跡のなかでも遺構が

密に分布する範囲と考えられる。東山１５区の北西側に位置する平成１３～１５年に行われた町教委調査の

発掘区では、竪穴住居跡・土坑多数と「捨て場」遺構などが確認されており、東山１５区の遺構と一連

のものと捉えられる。遺物は縄文時代前期後半の円筒土器下層式の時期のものが主体で、すり石や北

海道式石冠、扁平打製石器などの礫石器を多く伴う。特に盛土遺構からは円筒土器下層式を主体とし

た遺物が多く出土している。また竪穴住居跡の中に縄文時代中期前半、円筒土器上層式の時期のもの

が含まれる。

【発掘区１】

東山１５区の北端に位置する。発掘区内南側に盛土遺構、北部に焼土３か所を検出した。遺物は包含

層の上層と盛土遺構の範囲に集中して出土した。

土 器（図Ⅱ－４－１～４ 図版１－１～４）

円筒土器下層式１０５点、円筒土器上層式２６点、前期後半から中期前半とみられるもの１２０点、不明１９３

点、計４４４点が出土した。

１～４は口縁部破片である。１は盛土遺構から出土した前期縄文土器片で、口縁部には縄線を幾何

学的に組み合わせた文様帯、体部には縦位の撚糸文が施される。円筒土器下層式にあたる。２・４は

中期縄文土器、２が包含層の上層、４は下層から出土した。縄線に刻まれた貼付帯と馬蹄形圧痕文を

特徴とする円筒土器上層式に相当する。３は前期縄文土器で、口縁部に平行に横走する縄線文、体部

には縦位の撚糸文が見られる。円筒土器下層式に相当する。

石 器（図版４－１～３）

剥片石器１６点（全てフレイクチップ）、礫石器１６点、計３２点が出土した。礫石器には扁平打製石器

や北海道式石冠など前期後半から中期前半の定形的な石器がみられる。１は敲石で、片側縁が突出す

る三角形の礫を素材とし、長軸方向の両端に敲打痕がみられる。２は扁平打製石器で下縁を両面調整

により直線的に整形している。３は小型の北海道式石冠で、楕円形扁平礫を折断したものを素材とし、

正裏面中央部を帯状に敲打して握り部を形成し、素材折断面はすり面に設定している。但しすり面の

発達はほとんどみられない。

【発掘区２】

東山１５区の西側に位置する。発掘区の中央部分が大きく攪乱で損なわれていたが、竪穴住居跡１軒

及び、近接する南側に土坑２基の範囲を確認した。

土 器（図Ⅱ－４－５～７ 図版２－５～７）

円筒土器下層式４点、円筒土器上層式３２点、前期後半から中期前半とみられるもの１７点、不明２９点、

計８２点が出土した。
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図�－４ 東山１５区・１６区の土器
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５・６は包含層出土の中期縄文土器である。５は平行と波状の縄線文、６は縄線文と圧痕文を伴う

口縁部破片で、円筒土器上層式に相当する。７は土坑２覆土から出土した。口縁部に平行する縄線が

横走し、口唇部は縄線による刻みがある。円筒土器下層式に相当する。

石 器（図版４－４・５）

剥片石器２１点（内フレイク・チップ２０点）、礫石器１２点、計３３点が出土した。定形的石器は少ない。

４は石鏃で、厚手で左右非対称な不整形を呈する。下半部で縁辺が僅かに屈曲し茎部を形成している。

球顆の入らない良質の黒曜石を石材とする。５は敲石で、厚手の棒状礫を素材とし端部に軽微な敲打

痕が観察される。大型で保持が難しく、別用途の器種に分類したほうがよいかもしれない。

【発掘区３】

東山１５区の中央部に位置する。攪乱によりほとんどの包含層が失われていた。ごく一部の範囲では

あるが区内中央東側で炉跡と思われる焼土を伴う竪穴住居跡１軒を検出した。

土 器（図Ⅱ－４－８ 図版１－８）

円筒土器下層式１点、円筒土器上層式８点、前期後半から中期前半とみられるもの４点、不明７０点、

計８３点が出土した。８は包含層出土の前期縄文土器である。口縁部に横位の縄線文、口唇には縄によ

る刻みが認められる。円筒土器下層式に相当する。

石 器（図版４－６）

剥片石器２４点（全てフレイク・チップ）、礫石器７点、計３１点が出土した。定形的石器はみられな

い。６は竪穴住居跡３－１覆土から出土している。石鋸としたが扁平打製石器にも分類が可能である。

薄手の板状礫を素材とし、左右端部に粗雑な剥離を加え、下縁は連続的な両面調整により断面V字

状の鋭利な縁辺を形成している。石材は緻密な安山岩である。

【発掘区４】

東山１５区の中央部に位置する。発掘区の中央で盛土遺構と思われる堆積の一部、これと重複して西

側で竪穴住居跡１軒を検出した。堆積状況から、盛土遺構は住居埋積後に形成されたと考えられる。

土 器（図Ⅱ－４－９～１１ 図版１－９～１１）

円筒土器下層式８２点、円筒土器上層式４１点、前期後半から中期前半とみられるもの４１点、不明１３３

点、計２９７点が出土した。

９・１０は包含層出土である。９は前期縄文土器である。口縁部に横走する縄線と竹管状の工具を用

いたと思われる刺突が並ぶ。体部は多軸絡条体による回転押捺文が見られる。円筒土器下層式に相当

する。１０a・bは同一個体で、中期縄文土器である。口縁部に縦位の撚糸文、口唇は縄の圧痕により

刻まれている。１１は竪穴住居跡H４－１の覆土下層から出土した。前期縄文土器である。口縁部付近

の破片で、縦位の撚糸文が認められる。

石 器（図版４－７～１０、５－１１～１５）

剥片石器６９点（内６８点がフレイク・チップ）、礫石器４０点、計１０９点が出土した。礫石器ではすり石

が１６点と多く、台石・石皿も６点出土している。

７～１２は竪穴住居跡４－１の遺物で、７・８は下層、９～１２は上層から出土している。７・８は敲

石である。棒状礫の端部に明瞭な敲打痕が観察できる。９はつまみ付きナイフで、素材末端側をつま

み部に設定し、裏面末端には素材打瘤を除去する平坦剥離が加えられている。加工は薄く平坦な剥離

が主に背面側に施され、両側縁を鋭利に整形している。また縁辺部裏面側には微細な剥離が不連続的

に生じている。石材は黒色の頁岩である。１０は北海道式石冠である。下半は右側が高い左右非対称形

で、握り部は帯状部と正面中央が楕円形に凹む敲打面が複合している。下面のすり面はほとんど発達

重要遺跡確認調査報告書
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していない。１１は扁平打製石器である。下面に幅５�強のすり面が形成されている。また側縁は抉り
状の加工を受けている。１２は石皿である。滑らかに摩耗し明瞭に凹むすり面が観察できる。破損面に

は磨耗がみられないため、器体を大きく破損した後に廃棄されたと考えられる。

１３～１５は包含層の遺物である。１３は石鋸で上下縁及び正裏面の縁辺部にすり面が発達し、縁辺と平

行方向の直線的な擦痕が観察できる。安山岩製の緻密な板状礫で縁辺部が薄い形状（断面三角形）の

ものを素材としている。１４・１５は扁平打製石器で、いずれも全周から両面を広く剥離し整形している。

１４は下縁が著しく外湾しており、すり面の発達はみられない。１５は直線的な下縁を形成し、幅７�程
度のすり面が生じている。正面側には酸化鉄とみられる物質が沈着している。

【発掘区５】

東山１５区の東端に位置する。発掘区北側に盛土遺構、焼土、柱穴状ピット２基を、南側に竪穴住居

跡１軒を検出した。堆積状況から竪穴住居埋積後に盛土遺構が形成されたと考えられる。調査区内全

体に遺物の出土が多くみられ、南側の竪穴住居跡５－１覆土から北海道式石冠がまとまって出土して

いる。

土 器（図Ⅱ－４－１２～１５ 図版１－１２～１５）

円筒土器下層式１８９点、円筒土器上層式２５３点、前期後半から中期前半とみられるもの８２点、不明３００

点、計８２４点が出土した。

１２は盛土遺構から出土した中期縄文土器である。口縁部弁状突起の部分にあたり、隆帯、縄線、圧

痕文により文様帯が構成されている。体部には第１種結束羽状縄文が施され、円筒土器上層式に相当

する。１３は竪穴住居跡５－１から出土した前期縄文土器である。縄線文を伴う口縁部破片で、口唇に

は縄圧痕による刻みがある。円筒土器下層式に相当する。１４・１５は遺物包含層から出土した。１４・１５

は中期縄文土器である。１４は弁状突起の一部に当たり、隆帯、縄線、圧痕文により文様帯が構成され

ている。１５は口唇直下に貼付帯があり、口縁には縄線と列点文が施される。円筒土器上層式に相当する。

石 器（図版５－１６～２１、１７－２２～３０）

剥片石器６６点（内６０点がフレイク・チップ）、礫石器５７点、計１２３点が出土した。石鏃・つまみ付き

ナイフ・石斧・北海道式石冠・扁平打製石器など、定形石器が多い。特に北海道式石冠は１６点とまと

まった出土がみられる。

１６～２２は盛土遺構から出土したものである。１６は逆刺が不明瞭な有柄の石鏃で、先端部が錯向状の

剥離により突出するように加工されている。石錐に転用された可能性がある。球顆の入らない良質の

黒曜石を石材としている。１７はつまみ付きナイフである。裏面左側縁を連続的に調整した後、背面側

全体を覆うように平坦剥離を加えている。右側縁下半には素材の平坦面が残置するが、これを打面と

して器面調整を加えている。石材は黒曜石で細かな球顆が筋状に観察される。１８・１９は石斧である。

緑色泥岩が使用されている。１８は小型・片刃で全身を丁寧に研磨し、末端部も刃部状の鋭利な縁辺を

有す。１９は両刃で、楕円形の扁平礫を素材に側縁部を中心に打ち欠きを加えて短冊形に整形したのち、

側縁部と刃部にのみ研磨を加えて製作している。完成形に近い形の礫が素材に選択されている。２０～

２２は敲石で、平面形は２０・２２が楕円形、２１が片側縁の突出する三角形状を呈する。いずれも素材両端

部に敲打痕が観察できる。８㎝大、１０㎝大、１２㎝大の礫が使用されており、用途・対象物により大き

さ（重さ）が選択されていた可能性がある。

２３～２９は竪穴住居跡５－１覆土から、３０は包含層から出土したものである。２３はスクレイパーであ

る。素材腹面側に連続的な調整を加えて刃角５０度ほどの刃部を作出している。刃部裏面縁辺中央部付

近には０．７×４㎝の範囲で鈍い光沢が観察でき、一部リングの盛り上がりに沿って光沢の発達が器体

Ⅱ 岩内町東山１遺跡の調査
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の内側に広がる。背面側素材打面縁辺部には鋭利な縁辺を潰すように連続的な加工が施されている。

２４は敲石である。片側縁が突出する三角形礫を素材とし、長軸方向の両端に敲打痕がみられる。２５～

３０は北海道式石冠である。いずれも片端部もしくは両端部を欠損し、特に２５は器体を大きく斜断する

様に破損している。また全て帯状の敲打が周回するように加えられて握り部が形成されている。使い

減りを考慮する必要があるものの、小型（２６・２７・３０：高さ１０㎝未満、すり面幅５㎝未満、帯状敲打

幅２．５㎝未満）と、大型（２５・２８・２９：高さ１０㎝以上、すり面幅５㎝以上、帯状敲打幅２．５㎝以上）に

区分が可能である。すり面は大型を主体とする２５・２８～３０が平坦に、小型の２６・２７が湾曲した面にす

り減っている。

【発掘区８】

東山１５区の南東端に位置する。包含層がほとんど残っていない。南西部で土坑２基と柱穴状ピット

４基の範囲を確認した。

土 器（図Ⅱ－４－１６・１７ 図版１－１６・１７）

円筒土器下層式５１点、円筒土器上層式３０点、前期後半から中期前半とみられるもの８８点、不明３点、

計１７２点が出土した。

１６・１７は包含層から出土した中期縄文土器である。いずれも口縁部破片で、肥厚する口唇と口縁に

平行な貼付帯との間の文様帯に撚りの異なる３条一組の縄線が施される。１６には蛇行する貼り付けも

見られる。１７は縄線と竹管状工具による刺突が施される。円筒土器上層式に相当する。

石 器（図版７－３１）

剥片石器３点（全てフレイク・チップ）、礫石器３点、計６点が出土した。

３１は北海道式石冠で、表土から出土している。小型（高さ１０㎝未満、すり面幅５㎝未満、帯状敲打

幅２．５㎝未満）で、下面部は凹凸があり凸部が平滑なすり面となっている。

【発掘区１１】

東山１５区の北西端に位置し、平成１３～１５年度調査範囲に近接する。発掘区範囲全体で盛土遺構の堆

積を検出した。盛土に伴う焼土も５か所確認した。遺物は盛土層から多数出土し、一括個体の状態で

の出土も見られた。東山１５区内で最も点数が多い。

土 器（図Ⅱ－４－２２・２３ ５－２４～２６ 図版１－２５、２－２２～２４、３－２６）

円筒土器下層式７２８点、円筒土器上層式４点、前期後半から中期前半とみられるもの３８点、不明２９８

点、計１，０６８点が出土した。前期後半の遺物が多数を占める。

２２から２６は盛土層から出土した、前期縄文土器の復原個体である。２２～２４は口縁部から底部まで、

２５・２６は口縁から体部までを復元することができた。２２は円筒状の深鉢である。器高２８．０㎝、口径１７．２

㎝、最大幅１８．８㎝で、ほぼすべてを復元することができた。口縁は平縁で、底部は平底、無文である。

口頸部が湾曲し、体部との間に隆帯状のわずかな稜線が見られる。口頸部は縄線を組み合わせた幾何

学文が文様帯を構成し、口唇直下には LR縄文が施される。体部には主に結束第２種羽状縄文と多軸

絡条体の回転押捺文が組み合わさる。２３は小型の深鉢で、器高１８．８㎝、口径１４．８㎝、最大幅１５．２㎝で

ある。口縁部は残存が少ないものの平縁で、底部は高台を伴う。器面全体が摩耗しており、文様は不

明瞭であるが、湾曲する口頸部は縄線の組み合わせからなる幾何学上の文様で構成され、隆帯以下の

体部は斜行縄文が施される。２４は器壁がほぼ直立する円筒形の深鉢で、器高２０．８㎝、口径１３．６㎝、最

大幅１４．０㎝である。口縁は平縁で、口頸部の下限にわずかな隆帯が見られる。底部は平底で部分的に

撚糸文が認められる。口頸部は縄線が幾何学的に組み合って構成される文様帯となる。隆帯以下の体

部には縦位の撚糸文が施されている。口頸部の文様帯幅は約３．５㎝で全体の２割弱である。２５も器壁
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図�－５ 東山１５区・「第２地点」地区の土器
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が直立する円筒形の深鉢で、器高３４．０㎝、口径１８．０㎝、最大幅が１９．６㎝である。口縁は平縁で、２４よ

りも狭い口頸部の下限にわずかな隆帯がある。底部は平底で底面は無文である。口頸部は平行する縄

線が横走する。隆帯上に施された羽状縄文によって体部の縦位撚糸文を区画している。２６a・bは同

一個体である。口縁部は外側に開き、緩やかに湾曲する口頸部には縄線が矢羽根状に組み合わされた

文様帯が構成される。体部とは刺突による列点文で区画される。体部は多軸絡条体による回転文が全

体に施される。底部は平底である。

石 器（図版６－３２、７－３３～３６）

剥片石器５３０点（内フレイク・チップ５２９点）、礫石器２７点、計５５７点が出土した。扁平打製石器やす

り石などの礫石器が多くみられる。

３２は石斧である。両刃で、層理面で破損している。３３は扁平打製石器で、楕円形様の扁平礫を素材

とし、下面に幅１㎝程度の直線的なすり面が形成されている。３４・３５は北海道式石冠である。２点と

も小型（高さ１０㎝未満、すり面幅５㎝未満、帯状敲打幅２．５㎝未満）で、下面は長軸に対し若干傾く

ように片減りしているがすり面の発達は弱く、粗く多孔質な面が残る。３４は正面側にのみ帯状の敲打

が施されるが、右側に向かいやや競り上がる様に加えられている。３６は石鋸である。素材は節理面を

有す板状礫で、下縁に連続的な両面調整を加えて直線的且つ鋭利に加工している。使用痕跡はみられ

ない。石材は緻密な安山岩である。

【発掘区１２】

東山１５区の西端に位置する。層厚５０㎝ほどの包含層を確認することはできたが、出土遺物は少なかっ

た。近接する発掘区１１との違いが明瞭である。西壁側で土坑の範囲を２基確認した。

土 器

発掘区全体に疎らな出土分布である。円筒土器上層式６点、前期後半から中期前半とみられるもの

１２点、不明１５点、計３３点が出土した。

石 器（図版７－３７）

剥片石器２点、礫石器３点、計５点が出土した。３７は細身の有茎石鏃である。黒曜石製で細かな球

顆が観察できる。

� 東山１６－１・２区（平成２６年度調査）

本区では４か所の発掘区を設定し１５㎡を調査した。出土遺物は土器３４６点、石器２９点、礫・礫片９

点、合計３８４点である。東山１５区の東に接するが、これに比べて遺構・遺物は圧倒的に少ない。遺構・

遺物の密な分布は東山１５区付近を範囲とすることが考えられる。

【発掘区９】（図Ⅱ－４－１８ 図版１－１８）

東山１６－１・２区の北西寄りに位置する。層厚６０㎝ほどの包含層を確認することはできたが、遺構

は見られなかった。遺物の出土も疎らで、土器は前期後半の土器片が１９点、中期前半が１点、前期か

ら中期前半とみられる小破片１３点及び不明２７点、計６０点が出土した。石器はフレイク・チップ１２点、

礫片２６点の計３８点が出土した。図Ⅱ－４－１８は包含層出土の前期縄文土器である。縄線文を伴う口縁

部破片で、円筒土器下層式に相当する。

【発掘区１０】（図Ⅱ－４－１９ 図版１－１９）

東山１６－１・２区の南西寄りに位置する。上層は配管などによる攪乱が大半を占めたが、下層には

包含層が保存されていた。遺構は検出されなかった。遺物の出土は疎らで、土器は前期の土器片が１５

点、前期から中期前半とみられる小破片１点及び不明１９点、計３９点が出土した。石器はフレイク・チ
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ップ１点のみである。図Ⅱ－４－１９ａ・ｂは同一個体で包含層出土の前期縄文土器である。縄線文を

伴う口縁部破片で、円筒土器下層式に相当する。

【発掘区１３】

東山１６－１・２区の北東端に位置する。層厚５０㎝ほどの包含層を確認することはできたが、出土遺

物は疎らで少ない。発掘区の東部で土坑１基を検出しているが、遺物を伴わず縄文時代よりも新しい

時期の可能性がある。

土 器

前期後半から中期前半とみられるもの３点、不明１点、計４点が出土した。主体となる詳細な時期

は不明である。

石 器（図版７－３８）

剥片石器２点、礫石器２点、計４点が出土した。３８は北海道式石冠で高さ１０㎝を超える大型のもの

である。縦に半截するように破損している。握り部の帯状敲打はないが、下面に広く平坦なすり面が

認められる。

【発掘区１４】

東山１６－１・２区の南東端に位置する。包含層の層厚は５０㎝ほどで、遺構は検出していないが、前

期後半を主体とする多数の遺物が出土している。

土 器（図Ⅱ－４－２０・２１ 図版１－２０・２１）

円筒土器下層式１０９点、円筒土器上層式１点、前期後半から中期前半とみられるもの１９点、不明１１８

点、計２４７点が出土した。前期後半の土器が主体である。２０・２１は前期縄文土器で、包含層出土の口

縁部破片である。縄線が組み合わさって文様帯が構成されている。２０は平縁で、２１は緩やかな山形口

縁である。円筒土器下層式に相当する。

石 器（図版７－３９）

剥片石器２点、礫石器２点、計４点が出土した。３９は扁平打製石器である。板状礫を素材とし、周

囲を比較的丁寧に整形剥離している。下縁は直線的で幅５�程度のすり面が発達している。

� 「第２地点」地区（平成２７年度調査）

本地区では区域中央部に１５×１�のトレンチを１か所設定し調査を行った。昭和３１・３２年調査時の
「第２地点」にあたると思われる掘り下げ部分とともに、土坑６基と焼土１か所をトレンチの北部で

検出したほか、盛土遺構と考えられる堆積をトレンチの南北両側で確認した。盛土遺構からは掘り下

げが困難になるほどの多くの遺物が検出された。トレンチ中央部分には竪穴住居跡またはその掘り上

げ土と思われる堆積も確認された。

出土遺物は土器２，４５１点、石器３３４点、礫・礫片４７１点の計３，２５６点で、大半が盛土遺構に伴うもので

あるが、竪穴または掘り上げ土の可能性がある部分については竪穴住居跡出土として取り上げている。

土器は盛土上層で縄文時代中期前半（円筒土器上層式）が、下層で縄文時代前期後半（円筒土器下層

式）の土器小片が主に出土した。全体では縄文時代前期後半（円筒土器下層式）の土器が主体となる。

石器は、剥片石器では石鏃・石錐・つまみ付きナイフが少数とフレイク・チップ類が出土している。

礫石器ではたたき石、すり石、台石・石皿が多く、扁平打製石器、北海道式石冠などもみられた。

土 器（図Ⅱ－５－２７～２９－６－３０～３６ 図版１－３０、２－２７、３－２８・２９・３１～３６）

円筒土器下層式１，１２６点、円筒土器上層式６５点、前期後半から中期前半とみられるもの８５０点、不明

２４２点が出土している。
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２７から３２はトレンチ北寄りの盛土層から出土したものである。２７は前期縄文土器で、盛土下層から

出土した。口縁から体部上半までを復元することができた。口縁は４単位の山形突起があり、器壁が

緩やかに外側に開く器形である。口縁部には無文地に横走する縄線が平行に施されて文様帯を構成し

ている。山形の突起部には縦位の縄線文もみられる。体部との境には貼付帯がめぐり、指頭圧痕が施

される。体部には撚り戻しの縄文が斜位に施される。円筒土器下層 c式に相当し、本遺構の中で最も

古いものと考えられる。２８は中期縄文土器で、盛土中層で出土した。口縁から体部上半までが残り、

口縁部上部には２本の突起上の貼付があり、その下には平行する縄線が横走する。隆帯によって区画

された体部には斜行縄文が施される。円筒土器上層 a式に相当する。

２９は中期縄文土器で、盛土上層から出土した復原個体である。器高は２８㎝で、口縁から底部までを

復元できたが、残存率は３分の１弱である。口縁は平縁で、口縁に沿って波状の貼付がある。貼付上

には縄線が施される。体部には斜行縄文が見られる。円筒土器上層 a式に相当する。

３０・３１は中期縄文土器である。３０は盛土中層、３１は盛土上層から出土した。ともに貼付帯、刺突列、

２条一組の縄線により文様帯を構成している口縁部破片である。３０にはＩ字状、３１は逆Ｕ字状の貼付

帯が垂下する。円筒土器上層式に相当する。

３２から３６は前期縄文土器である。

３２はトレンチ北側の盛土上層より出土した、縄線が幾何学的な文様を描く口縁部破片で、体部には

結束第２種羽状縄文が施される。３３～３６はトレンチ南側の盛土層から出土したものである。３３、３４は

盛土下層から出土した口縁部片で、口縁に縄線文と体部に撚糸文が施されている。体部との境には羽

状縄文が見られる。３５・３６は盛土最下層から出土したもので、口縁部片に縄線文と縦位の撚糸文が見

られる。円筒土器下層式に相当する。

石 器（図版７－４０～４９、８－５０～５６）

剥片石器２４３点（内フレイク・チップ２３２点）、礫石器１０１点、計３４４点が出土した。石鏃、つまみ付

きナイフ、北海道式石冠、扁平打製石器などの定形石器がみられ、特にすり石や敲石、台石・石皿な

どの礫石器の出土が多い。

４０～５３は盛土遺構出土の石器である。４０～４３は石鏃である。４０は小型で剣菱形を呈する有茎鏃であ

図�－６ 「第２地点」地区の土器
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る。黒曜石製で小球顆が縞状にみられる。４１～４３は下半部に最大幅を有す木葉形鏃で、いずれも素材

腹面を残置している。４２は球顆のない良質の黒曜石を石材としている。４３の基部は非常に薄手で、先

端部は鋭利に突出する。４４は石槍またはナイフである。加工は粗く不整形で、素材背面稜線を残置し

器体の厚みを取り切れていない。側縁も波状で歪な形状のため未成品・失敗品とみられる。黒曜石製

で縞状に入る小球顆が観察される。４５はつまみ付きナイフである。左側縁は平坦剥離により外湾、右

側縁は縁辺加工により僅かに内湾させて、全体を半月形に整形している。４６・４７はスクレイパーであ

る。４６は全縁を連続的に剥離し、一端を尖頭形に加工している。石材は黒色の頁岩である。４７は素材

打面部を除去するように急角度でやや軽微な調整が加えられており、尖頭部側は無加工である。４８～

５０は扁平打製石器である。４８は転礫もしくは剥片を素材としやや厚手で、裏面側全面を周囲から剥離

調整している。下面には幅１㎝程度の直線的で平滑なすり面が観察される。４９・５０は節理面を有す板

状礫を素材とし薄手である。下縁に連続的な両面調整を加え、直線的で鋭利な縁辺を作出している。

４９の下面端部には、下縁調整面に切られる幅１㎝ほどのすり面が部分的に認められ、一定期間の使用

後に下面を再加工したことが考えられる。５１は北海道式石冠である。両端部が破損し、すり面は正面

側に大きく傾くように片減りしている。高さは１０㎝未満と小型だが、帯状敲打部は幅２．５～３．０㎝と幅

広い。５２は石鋸である。断面三角形の角柱状の礫を素材とし、鋭角な素材縁辺部に連続的な調整を加

えて鋭利で直線的な縁辺を作出している。使用痕はみられない。技術形態的には扁平打製石器にも分

類が可能だが、器体整形がほぼなく、石材が比較的緻密なことから石鋸とした。５３は台石・石皿であ

る。厚さ９㎝程の安山岩礫を素材とし、両面にすり面がみられる。正面側は素材の凹面で、礫の一端

にはネガティブバルブの発達した幅８．５㎝の大型剥離が加えられ、この剥離面縁辺に接する２０×３０㎝

ほどの範囲にすり面とみられるやや滑らかな面が広がる。裏面側は平滑な面となっており、中央に径

１５㎝ほどの不整円形を呈する滑らかなすり面が認められる

５４～５６は竪穴とみられる範囲から出土したもので、出土層位は遺構の掘上げ土もしくは覆土と考え

られる。５４・５５は敲石である。５４は楕円形礫、５５は片側縁が突出する三角形礫を素材とし、長軸方向

の両端部に明瞭な敲打痕が観察される。５６は台石で、掌大の扁平礫を素材としている。被熱しており

正面と右側縁にはタール状の付着物が認められる。

� 「史跡」地区（平成２７年度調査）

「史跡」地区では１０か所のトレンチ・テストピットを設定し、４５㎡を調査した。出土遺物は土器片

１９点、石器１６点、礫４０点、合計７５点で、４つの地区のなかで最も遺物点数が少ない。遺物が出土した

のは地区内最西端に位置するトレンチ１のみで、包含層上層の黒色土層から出土した。土器は縄文時

代中期前半と思われる小破片（円筒土器上層式に相当）、石器はフレイク・チップのみで黒曜石製の

ものが主体を占める。遺物は掲載していない。

４ 調査成果と課題（図Ⅱ－３ 表Ⅱ－１）

重要遺跡確認調査の成果とこれまでに行われてきた発掘調査、試掘調査などの成果をもとに、時期

や範囲、遺構群など遺跡の概要についてまとめた。

� 遺跡の範囲

現在指定されている埋蔵文化財包蔵地は径３００�の範囲内で、現況は東山墓地の全域、東山公園、
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東山団地跡地、宅地などである。その輪郭については、地形等から北端、南東端、南西端の三点を頂

点にした三角形を想定することができる。遺跡の北端については、本調査の成果によって予想外にも、

史跡指定地に遺跡の範囲が及ばない可能性が強くなったことから、東山墓地内北半部分、史跡指定地

南端までと考えられる。三角形の西辺にあたる部分は段丘崖によって遺跡が画されているが、崖際に

まで縄文中期前半の竪穴住居跡、縄文晩期の遺物が確認されている。

遺跡の南東端を見ると、遺構、遺物の集中する東山１５区と遺物の少ない東山１６－１・２区との差が

注目されるが、このさらに東側にも工事立会（⑩⑪）により、土坑２か所、Tピット（溝状遺構）１

か所が確認された。これにより、遺構、遺物は少ないが、遺跡の範囲はまださらに延びる可能性が考

えられる。また、三角形の南辺にあたる、平成１９年６月の工事立会範囲（⑧）では竪穴住居跡と土坑

が確認されている。これより南側は緩やかに下る傾斜となるが、やはり遺跡はさらに広がる可能性が

ある。

遺跡の南西端は、東山墓地内の南西端にある沢状地形によって画されている。工事立会（⑬）によ

る調査では沢際まで縄文中期や後期、擦文文化期の包含層が及ぶことが確認されている。

� 遺跡の時期

史跡名にもあるように、円筒土器を伴う縄文前期後半から中期前半が主体である。本調査の成果も

これと大きく異なるものではないが、第２地点地区、東山１５区内の一部においては、縄文時代前期後

半、特に前期末の土器出土が顕著であった。これまでの調査結果の指摘にもあるように、遺跡内の遺

構、遺物の分布における年代的な変化の存在がますます明らかになった。

先の平成１３～１５年度の調査（⑥）では、北東側の竪穴群、土坑群には縄文前期後半のものが多く、

南西側の遺構群には前期末から中期前半のものが多いという傾向が指摘されている。

平成１９年４・６月の工事立会（⑧）では、縄文中期前半の遺構のみが確認されたことから、遺跡の

南東端には縄文前期の分布が及ばないと考えられた。これと同様に東山墓地内での工事立会では遺跡

の南西端には縄文前期の分布が及ばず、中期のみが確認されている。

なお、本調査では確認されなかったが、円筒土器期以外でこれまでに確認されている時期について

は、縄文早期、中期後半、晩期、擦文文化期がある。縄文晩期については遺跡北側の段丘崖寄り、擦

文文化期については遺跡範囲の南西端で竪穴住居跡が確認されている

� 遺構群と集落構成

遺構については、竪穴住居跡や土坑などがまとまりのある遺構群として把握できるようになったこ

とが成果の一つとして考えられる。本調査では１５区で確認された盛土遺構、竪穴住居跡群、土坑群が

北から南へとほぼ平行に並ぶ配置が想定され、また盛土遺構と竪穴住居跡群の一部が重複することも

確認できた。

平成１３～１５年度の調査（⑥）によって、遺構のない空間（広場）を中心にして両側に土坑群、その

外側を竪穴住居跡群が囲むという配置が明らかになった。これにより全体的には径１６０～２００�ほどの
環状もしくは馬蹄形の集落が想定された。また、１５区と同様に盛土遺構（捨場遺構）については竪穴

住居群との重複も確認されている。

平成１９年４・６月の配水管敷設の工事立会（⑧）では土坑数基と竪穴住居跡１軒が確認され、土坑

群を取り囲む竪穴住居群という集落構成の一部としてとらえられている。

未だ部分的ではあるが、このような集落構成が復元されるに及び、道南地域や東北地方における大
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規模な円筒文化期の集落の諸特徴が東山１遺跡にも当てはまることが明らかになりつつある。

なお、平成２０年３月の工事立会（⑩立会３）にて検出されたTピット（溝状遺構）については、

後志地区でのTピットの出土例が限られており、貴重な例として指摘されている。本調査で確認さ

れた１５区土坑７－４（発掘区７）は、プランのみの確認ではあるが、その形状からTピットと考え

られ、本遺跡内の２例目として注目される。

� 盛土遺構と集落構成

本遺跡の集落を構成する要素のなかでも特に盛土遺構の存在は注目された。その可能性のある人為

的な堆積は、本調査の１５区（⑲）、「第２地点地区」（⑳）、平成１３～１５年度調査出土の「捨場遺構」（⑥）、

東山墓地内における平成２４年６月排水管新設工事立会（⑯）、平成２２～２６年の墓石新設等の工事立会

（⑬）などで確認されている。

本調査の「第２地点」地区で確認された盛土遺構は、縄文前期末を主体に縄文中期初頭に至る時期

に相当する。近接する平成１５年確認の盛土遺構（捨場遺構）とは時期的にもほぼ一体のものと思われ

る。さらにこれは東山墓地内で確認された盛土遺構にも連なるものと考えられる。

東山１５区の北辺で確認された盛土遺構は、位置的に「第２地点」地区のそれとは異なるものと考え

られるが、東山墓地内の盛土遺構に連なる可能性はある。東山墓地内で盛土遺構が竪穴住居跡群と重

複しながら展開するならば、平成１３～１５年調査の段階で想定された馬蹄形のような配置で、盛土遺構

が一体になることも考えられる。

平成２４年６月排水管新設工事立会（⑯）で確認された盛土遺構は、東山墓地の中央部分で尾根状の

地形から北西側の斜面にかけて築かれており、前期後半の遺物を主体としている。斜面側の延長にあ

たる崖際では、現在の電波塔の近辺に貝塚と思われる場所があったとの情報もあり、より豊かな遺跡

の様相を考える貴重な手がかりと言える。

このように遺跡内全体における盛土遺構の行方を知る鍵は東山墓地内にあると思われる。墓地内工

事立会の情報では、そのほぼ全域で盛土遺構の堆積が確認されているが、詳細な分布状況はまだ明ら

かではない。東山墓地内の起伏に富んだ微地形は遺跡の内容を反映している可能性があり、微細な地

形環境の復原と遺構、遺物分布との関係を知ることが重要であると思われる。
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表Ⅱ－４ 掲載土器一覧

掲載番号
調査
年度

地区
発
掘
区
グリッド 出土遺構 出土層位 部位 文様など 時期 分類 備考

図Ⅱ�４�１ Ｈ２６

東
山
１５
区

１

０７�５８２ 盛土遺構 盛土層 口縁 縄線文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�４�２ Ｈ２６ ０４�５８２ 包含層（Ⅰ層） 口縁 貼付文・馬蹄形圧痕文 縄文中期前半 円筒土器上層ｂ式

図Ⅱ�４�３ Ｈ２６ ０３�５８２ 包含層（Ⅱ層） 口縁 縄線文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�４�４ Ｈ２６ ０３�５８２ 包含層（Ⅱ層） 口縁 貼付文 縄文中期前半 円筒土器上層ｂ式

図Ⅱ�４�５ Ｈ２６

２

３０�５６３ 包含層（Ⅱ層） 口縁 縄線文 縄文中期前半 円筒土器上層ａ式

図Ⅱ�４�６ Ｈ２６ ３３�５６３ 包含層（Ⅱ層） 口縁付近 貼付文・圧痕文 縄文中期前半 円筒土器上層ｂ式

図Ⅱ�４�７ Ｈ２６ ３２�５６３ 土坑２�１ 土坑覆土 口縁 縄線文・口唇に刻み 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�４�８ Ｈ２６ ３ ３区 包含層（Ⅰ層） 口縁 縄線文・口唇に刻み 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�４�９ Ｈ２６

４

２６�６００ 包含層（Ⅲ層）
黒色土層直下 口縁 多軸絡条体回転文・刺

突文 縄線文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�４�１０ Ｈ２６ ３０�６００ 包含層（Ⅲ層）
黒色土層直下 口縁 胴部 撚糸文・口唇に刻み 縄文中期前半 円筒土器上層ａ式 a．b同一個体

図Ⅱ�４�１１ Ｈ２６ ３０�６００H１ 竪穴住居跡４�１ 竪穴覆土下層 口縁付近 撚糸文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�４�１２ Ｈ２６

５

２８�６２０ 盛土遺構 盛土層 口縁（突起）貼付帯・馬蹄形圧痕文第１種結束羽状縄文 縄文中期前半 円筒土器上層ｂ式

図Ⅱ�４�１３ Ｈ２６ ３３�６２０ 竪穴住居跡５�１ 竪穴覆土 口縁 縄線文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�４�１４ Ｈ２６ ２５�６２０ 包含層（Ⅰ層）口縁（突起）貼付帯 馬蹄形圧痕文
第１種結束羽状縄文 縄文中期前半 円筒土器上層ｂ式

図Ⅱ�４�１５ Ｈ２６ ２５�６２０ 包含層（Ⅰ層） 口縁 貼付帯 縄線文 刺突
による列点文 縄文中期前半 円筒土器上層ａ式

図Ⅱ�４�１６ Ｈ２６
８
大５０�６２０ 包含層（Ⅰ層） 口縁 貼付帯・３条１組の縄

線文 縄文中期前半 円筒土器上層ａ式

図Ⅱ�４�１７ Ｈ２６ 大５０�６２０ 包含層（Ⅰ層） 口縁 貼付帯・縄線文・刺突
文 縄文中期前半 円筒土器上層ａ式

図Ⅱ�４�１８ Ｈ２６ 東
山
１６
�
１
・
２
区

９ ９区 包含層（Ⅰ層） 口縁 縄線文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�４�１９ Ｈ２６ １０ １０区 包含層（Ⅰ層）口縁 胴部 縄線文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式 a．b同一個体

図Ⅱ�４�２０ Ｈ２６
１４

大５０�６５５ 包含層（Ⅲ層） 口縁 縄線文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�４�２１ Ｈ２６ 大５０�６５５ 包含層（Ⅲ層）口縁（突起）縄線文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�４�２２ Ｈ２６

東
山
１５
区

１１

１２�５６４ 盛土遺構 盛土層 口縁～底部
復原個体

縄線文・第２種結束羽
状縄文 多軸絡条体回
転文

縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式
器高２８．０�
口径１７．２�
底径１０．０�

図Ⅱ�４�２３ Ｈ２６ 大１０�５６４ 盛土遺構 盛土層 口縁～底部
復原個体

撚糸・縄線文・斜行縄
文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

器高１８．８�
口径（１４．８�）
底径１０．０�

図Ⅱ�５�２４ Ｈ２６ １１�５６４ 盛土遺構 盛土層 口縁～底部
復原個体 縄線文・撚糸文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

器高２０．８�
口径１３．６�
底径８．８�

図Ⅱ�５�２５ Ｈ２６ １１�５６４ 盛土遺構 盛土層 口縁～底部
復原個体

縄線文・羽状縄文・撚
糸文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

器高３４．０�
口径１８．０�
底径１２．０�

図Ⅱ�５�２６ Ｈ２６ １２�５６５ 盛土遺構 盛土上層 口縁～胴部 縄線文・多軸絡条体回
転文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�５�２７ Ｈ２７

第
２
地
点
地
区

ト
レ
ン
チ
１

６５�２９ 盛土遺構 盛土下層 口縁～胴部 縄線文・貼付帯・指頭圧
痕文・撚り戻しの縄文 縄文前期後半 円筒土器下層ｃ式 一括

図Ⅱ�５�２８ Ｈ２７ ６５�２９ 盛土遺構 盛土下層 口縁～胴部 貼付文・縄線文・斜行
縄文 縄文中期前半 円筒土器上層ａ式 一括

図Ⅱ�５�２９ Ｈ２７ ６６�２９ 盛土遺構 盛土上層 口縁～底部 貼付文・斜行縄文 縄文中期前半 円筒土器上層ａ式

図Ⅱ�６�３０ Ｈ２７ ６６�２９ 盛土遺構 盛土中層 口縁 貼付文・刺突列・縄線
文 縄文中期前半 円筒土器上層ａ式

図Ⅱ�６�３１ Ｈ２７ ６７�２９ 盛土遺構 盛土上層 口縁 貼付文・刺突列・第１
種結束羽状縄文 縄文中期前半 円筒土器上層ａ式

図Ⅱ�６�３２ Ｈ２７ ６７�２９ 盛土遺構 盛土上層 口縁 縄線文・撚糸文・第２
種結束羽状縄文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�６�３３ Ｈ２７ ７７�２９ 盛土遺構 盛土下層 口縁 縄線文・撚糸文・羽状
縄文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�６�３４ Ｈ２７ ７７�２９ 盛土遺構 盛土下層 口縁 縄線文・撚糸文・羽状
縄文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�６�３５ Ｈ２７ ７８�２９ 盛土遺構 盛土最下層 口縁 縄線文・刺突列・撚糸
文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式

図Ⅱ�６�３６ Ｈ２７ ７８�２９ 盛土遺構 盛土最下層 口縁 縄線文・撚糸文 縄文前期後半 円筒土器下層ｄ式
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表Ⅱ－５ 掲載石器一覧

※北海道式石冠で下面端部に剥離が生じているものの内、摩耗が認められるものは破損後の継続使用を想定し、完形品として計測した。
※北海道式石冠と扁平打製石器は高×幅×厚の順でを計測している。
※括弧内の計測値は破損状態の現状値を表す。

掲載番号 出土地区
出土
トレンチ

遺構 層位 器種名
長
（�）

幅
（�）

厚
（�） 石材 調査年度 備考

図版４

１ 東山１５区 １ Ⅱ層 たたき石 １２．９ ７．９ ５．５ 安山岩 平成２６年度

２ 東山１５区 １ Ⅱ層 扁平打製石器 ９．０ （９．７） １．８ 安山岩 平成２６年度

３ 東山１５区 １ Ⅱ層 北海道式石冠 ６．８ ９．４ ４．２ 安山岩 平成２６年度

４ 東山１５区 ２ Ⅲ層 石鏃 ４．４ １．８ ０．８ 黒曜石 平成２６年度

５ 東山１５区 ２ 土坑 覆土 たたき石 （１５．５） ９．４ ８．１ 安山岩 平成２６年度

６ 東山１５区 ３ 竪穴住居跡３�１ 竪穴覆土 石鋸 （８．９）１８．３ ２．０ 安山岩 平成２６年度 扁平打製石器の可能性あり

７ 東山１５区 ４ 竪穴住居跡４�１ 覆土下層 たたき石 １２．２ ４．２ ３．６ 安山岩 平成２６年度

８ 東山１５区 ４ 竪穴住居跡４�１ 覆土下層 たたき石 １４．８ ６．４ ４．１ 安山岩 平成２６年度

９ 東山１５区 ４ 竪穴住居跡４�１ 覆土上層 つまみ付きナイフ ７．１ ３．７ ０．７ 頁岩 平成２６年度

１０ 東山１５区 ４ 竪穴住居跡４�１ 覆土上層 北海道式石冠 １１．３ １５．８ ６．９ 安山岩 平成２６年度

１１ 東山１５区 ４ 竪穴住居跡４�１ 覆土上層 扁平打製石器 ９．１ （９．２） １．７ 安山岩 平成２６年度

図版５

１２ 東山１５区 ４ 竪穴住居跡４�１ 覆土上層 台石・石皿 （３０．４）（２９．１） ７．２ 安山岩 平成２６年度

１３ 東山１５区 ４ 黒色土層直下 石鋸 ６．６（１０．８） １．２ 安山岩 平成２６年度

１４ 東山１５区 ４ 黒色土層直下 扁平打製石器 １０．９ １４．５ ２．１ 安山岩 平成２６年度

１５ 東山１５区 ４ 黒色土層直下 扁平打製石器 ６．４ １６．３ １．９ 安山岩 平成２６年度

１６ 東山１５区 ５ 盛土遺構 盛土層 石鏃 ３．７ １．２ ０．５ 黒曜石 平成２６年度

１７ 東山１５区 ５ 盛土遺構 盛土層 つまみ付きナイフ ４．９ ２．８ １．０ 黒曜石 平成２６年度

１８ 東山１５区 ５ 盛土遺構 盛土層 石斧 ７．１ ２．３ １．０ 緑色泥岩 平成２６年度

１９ 東山１５区 ５ 盛土遺構 盛土層 石斧 １０．１ ４．９ １．３ 緑色泥岩 平成２６年度

２０ 東山１５区 ５ 盛土遺構 盛土層 たたき石 ７．８ ５．４ ３．５ 安山岩 平成２６年度

２１ 東山１５区 ５ 盛土遺構 盛土層 たたき石 １０．４ ５．８ ４．４ 安山岩 平成２６年度

図版６

２２ 東山１５区 ５ 盛土遺構 盛土層 たたき石 １１．９ ７．６ ４．０ 安山岩 平成２６年度

２３ 東山１５区 ５ 竪穴住居跡５�１ 竪穴覆土 スクレイパー ７．７ ４．５ １．５ 頁岩 平成２６年度

２４ 東山１５区 ５ 竪穴住居跡５�１ 竪穴覆土 たたき石 １０．８ ８．８ ５．４ 安山岩 平成２６年度

２５ 東山１５区 ５ 竪穴住居跡５�１ 竪穴覆土 北海道式石冠 １０．８（１２．５） ７．６ 安山岩 平成２６年度

２６ 東山１５区 ５ 竪穴住居跡５�１ 竪穴覆土 北海道式石冠 ９．７ １１．５ ６．２ 安山岩 平成２６年度

２７ 東山１５区 ５ 竪穴住居跡５�１ 竪穴覆土 北海道式石冠 ９．０ １１．５ ５．７ 安山岩 平成２６年度

２８ 東山１５区 ５ 竪穴住居跡５�１ 竪穴覆土 北海道式石冠 １１．４（１４．２） ７．０ 安山岩 平成２６年度

２９ 東山１５区 ５ 竪穴住居跡５�１ 竪穴覆土 北海道式石冠 １０．７（１３．９）（６．２） 安山岩 平成２６年度

３０ 東山１５区 ５ Ⅱ層 北海道式石冠 ９．２（１１．０） ５．５ 安山岩 平成２６年度

図版７ ３１ 東山１５区 ８ Ⅰ層 北海道式石冠 ９．０ １３．７ ６．６ 安山岩 平成２６年度

図版６ ３２ 東山１５区 １１ 盛土層 石斧 （３．８）（４．８）（１．７） 片岩 平成２６年度

図版７

３３ 東山１５区 １１ 盛土層 扁平打製石器 ８．０ １３．８ ３．１ 安山岩 平成２６年度

３４ 東山１５区 １１ 盛土層 北海道式石冠 ６．７ １０．０ ４．４ 安山岩 平成２６年度

３５ 東山１５区 １１ 盛土層 北海道式石冠 ９．３ １１．３ ５．２ 安山岩 平成２６年度

３６ 東山１５区 １１ 盛土層 石鋸 ５．０ １７．０ ２．１ 安山岩 平成２６年度 扁平打製石器の可能性あり

３７ 東山１５区 １２ Ⅲ層 石鏃 ３．３ １．０ ０．５ 黒曜石 平成２６年度

３８ 東山１６�１・２区 １３ Ⅰ層 北海道式石冠 １１．５ １４．３ （４．２） 安山岩 平成２６年度

３９ 東山１６�１・２区 １４ Ⅱ層 扁平打製石器 ８．１ （９．７） ２．２ 安山岩 平成２６年度

４０ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土上層 石鏃 ２．４ １．１ ０．４ 黒曜石 平成２７年度

４１ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土上層 石鏃 （３．９） １．５ ０．５ 黒曜石 平成２７年度

４２ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土上層 石鏃 （３．２） １．６ ０．３ 黒曜石 平成２７年度

４３ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土上層 石鏃 ３．８ １．７ ０．４ 頁岩 平成２７年度

４４ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土下層 石槍またはナイフ ６．０ ３．２ １．４ 黒曜石 平成２７年度

４５ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土上層 つまみ付きナイフ ６．１ ２．９ ０．９ 頁岩 平成２７年度

４６ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土中層 スクレイパー （２．１） ４．２ ０．７ 頁岩 平成２７年度

４７ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土下層 スクレイパー ４．３ ２．３ ０．５ 頁岩 平成２７年度

４８ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土中層 扁平打製石器 ６．５ （６．１） ２．２ 安山岩 平成２７年度

４９ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土下層 扁平打製石器 １１．１ （９．９） １．３ 安山岩 平成２７年度

図版８

５０ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土下層 扁平打製石器 ８．８（１４．５）１５．１ 安山岩 平成２７年度

５１ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土上層 北海道式石冠 ７．０ ９．９ ５．７ 安山岩 平成２７年度

５２ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土上層 石鋸 ７．０（１１．１） ３．３ 安山岩 平成２７年度 扁平打製石器の可能性あり

５３ 第２地点地区 ２TR１ 盛土遺構 盛土下層 台石・石皿 ３８．５ ３４．５ １０．４ 安山岩 平成２７年度

５４ 第２地点地区 ２TR１ 竪穴 掘上土上層 たたき石 １２．５ ５．９ ４．１ 安山岩 平成２７年度

５５ 第２地点地区 ２TR１ 竪穴 掘上土上層 たたき石 １２．１ ５．８ ５．０ 安山岩 平成２７年度

５６ 第２地点地区 ２TR１ 竪穴 掘上土上層 台石 １２．４ １１．０ ４．１ 安山岩 平成２７年度 タール状物質付着
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Ⅲ 湧別町シブノツナイ竪穴住居群の調査

１ 調査の概要

� 調査要項

調 査 名 称 重要遺跡確認調査

調 査 対 象 湧別町シブノツナイ竪穴住居群（ I－２１－３５）

北海道指定史跡「シブノツナイ竪穴住居跡」（昭和４２年３月１７日指定）

所 在 地 紋別郡湧別町川西４９９－１・２、５０２－１・２、５０３、７１４、７１７、７１８、７１９、７２０、

７２２－１・２・３、９３０、番地

対 象 面 積 １３９，４８６㎡

調 査 期 間 平成２８年９月１日～９月２２日

� 調査体制

北海道立埋蔵文化財センター指定管理者 公益財団法人北海道埋蔵文化財センター

理 事 長 越田賢一郎

副 理 事 長 中田 仁

事 務 局 長 山田 寿雄

常 務 理 事 長沼 孝

総 務 部 部長 和田 基興

第１調査部 部長 長沼 孝

普及活用課 課長 田口 尚

主査 坂本 尚史

第１調査課 課長 中山 昭大

� 調査の経緯

【調査に至るまで】

本遺跡ではこれまでに２度の発掘調査が行われている。最初は昭和３８年（１９６３年）、網走市立郷土

博物館の米村哲英により竪穴住居跡３軒が発掘され、カマドの存在や擦文式土器の出土から擦文文化

期の遺跡であることが確認された（米村哲英「北海道紋別郡湧別町字川西シブノツナイ遺跡調査概

報」）。２度目の調査は昭和４１年（１９６６年）、大場利夫を発掘担当者として湧別町が実施した。擦文文

化期の竪穴住居跡２軒（２３８・３１８号）が調査されたほか、測量調査により竪穴が６６５か所確認された。

この調査の後の昭和４２年（１９６７年）に北海道史跡に指定され、指定名称は「シブノツナイ竪穴住居跡」

となった（平成１２年に埋蔵文化財包蔵地の名称を「シブノツナイ竪穴住居群」と改称）。なお、指定

時の竪穴数は５１５か所である。

【重要遺跡確認調査】

平成２６～２９年度の４年間で、現況平面図の作成及び空中写真撮影などの現況確認調査、竪穴群の構

築時期や分布状況などの確認を目的とした竪穴の発掘調査、既往の調査などに関する関連資料の収集

を行うことが指示された。
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調査は平成２６年度にはじまり、初年度は遺跡に関する資料収集、現地踏査及び現況の写真撮影など

を行った。現地での測量調査は平成２７年度から開始し、簡易GPSを用いた竪穴の位置記録と詳細測

量を並行して進め、４３５か所の竪穴の位置確認と１４９か所の詳細測量を行った。また、竪穴構造の記録

として規模・深さ・平面形状について観察した。

今年度の調査では新たに９２か所の竪穴を確認し、総確認数を５２７か所とした。詳細測量は新規竪穴

を含む全てについて完了させ、今年度の詳細測量件数は３８０か所に及んだ。また、竪穴分布範囲周辺

の地形測量と一部竪穴のエレベーション図作成なども行った（次年度掲載予定）。

� 調査の経過

本調査は「平成２６～２９年度重要遺跡確認調査実施要領」に基づき、平成２８年５月３１日（火）に道教

委文化財・博物館課と、５月下旬から６月上旬に湧別町教委との打ち合わせを経て計画されたもので

ある。

現地周辺は湧別町農業協同組合により牛の放牧地として使用されているため、遺跡への進入方法、

時期などについて打ち合わせを行い、放牧時期の調整や進入時の消毒などで農業協同組合の協力を得

ることが出来た。

調査に先行する８月３０日（火）・３１日（水）には基準杭の設置を㈱シン技術コンサルに委託して行っ

た。調査員は８月３０日から現地に赴き、環境整備や作業準備を行った。また、湧別町教育委員会から

は器材置き場として使用するテントや草刈り機などの借用をはじめ、多大なご協力を頂いた。

測量調査は平成２８年９月１日（木）～２２日（木）の間の１５日間で行い、調査員は３名、作業員は最

大７名の体制で臨んだ。期間中には大規模な放牧や蚊の異常発生により作業が妨げられる場面がみら

れた。特に蚊の問題は深刻で、防虫及び虫刺され対策が不可欠であった。作業終了後の９月２３日（金）

に撤収作業を行い、現況復元をした。

２ 遺跡周辺の環境

� 遺跡の立地

シブノツナイ竪穴住居群は湧別町川西地区に所在する（図Ⅲ－１）。川西地区は町域最北東部にあ

たり、北はオホーツク海に面し、東に湧別川、西はシブノツナイ湖が位置する。遺跡から湧別川まで

は約３．５�、シブノツナイ湖までは８００�ほどの距離がある。地区の大半が標高２�以下の低地帯であ
るが、湧別川の支流センサイ川とシブノツナイ湖との間には海に向かって標高５�の細長い段丘が延
びており、この海岸段丘の先端部にシブノツナイ竪穴住居群が立地する。竪穴群と現在の海岸線との

距離はおよそ１００�で指定範囲の北側には海岸線に沿って形成された砂丘列が近接しており、周辺に
はハマニンニク、ハマエンドウ、ハマナスの群生がみられ、南西側にはミズナラカシワを主体とする

防風保安林が広がる。

遺跡の所在する湧別町はオホーツク海型気候地域に含まれ、年間降水量は７２０�程度で平均気温は
５．８度前後、冬は流氷が接岸する２月に気温が著しく低下するが積雪量は比較的少ない。春から夏に

かけてはオホーツク海高気圧の停滞による濃霧が発生し、平均気温１０～１８度程度の冷涼な気候となる。

� 周辺の遺跡

遺跡周辺は平坦地形が広範囲に広がるが、遺跡の南東側３００�ほどの段丘面縁辺部には１００軒ほどの
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規模の竪穴群が湧別町教委の分布調査によって確認されており（平成２９年１月に「川西２遺跡」とし

て登載）、シブノツナイ竪穴住居群と一連の集落を構成する可能性が指摘できる。また尾根状に伸び

る段丘の先端部、センサイ川に面した範囲には川西オホーツク遺跡が立地する。川西オホーツク遺跡

は昭和３５年に米村喜男衛により「川西遺跡」として発掘調査が行われ、オホーツク文化期の竪穴と擦

文時代の竪穴が確認されているが、当時はシブノツナイ竪穴住居群と川西オホーツク遺跡とは一体の

ものとして考えられていたようである。同遺跡は平成７年に道立北方民族博物館により調査が実施さ

れ、オホーツク文化期の住居跡やセイウチの牙製のクマや海獣像が出土している。シブノツナイ湖西

側の段丘上には沼の上遺跡、シブノツナイ遺跡が位置する。後者は縄文時代前期後半のシュブノツナ

イ式土器の標識遺跡であるが、擦文文化期の遺物も確認されている。また、シブノツナイ湖の南西側

にはシブノツナイ川の段丘上にシブノツナイ２遺跡が立地しており、平成２５年度に公益財団法人北海

道埋蔵文化財センターによって調査が行われ、縄文時代前期後半から中期の遺物の出土が報告されて

いる（北埋調報３１６）。湧別川の右岸側に位置する湧別市川遺跡は縄文時代早期の石刃鏃文化の遺跡と

して著名であり、北海道大学（昭和３３年）、札幌大学（昭和４８年）、湧別町教育委員会（昭和４９・５９年）、

東京大学（平成２５年）が調査を実施している。

３ 調査の方法

� 調査範囲

調査範囲は北海道指定史跡「湧別町シブノツナイ竪穴住居跡」の指定範囲である。史跡の指定範囲

については境界標などが確認できていないため、昨年度に指定時の図面を基に地籍図と照合して作成

した範囲図から測量し、指定範囲境界に８か所の仮設杭を打設することとした。その結果今回の打設

杭に近接して、経年劣化した木杭を境界北東側の２か所で確認することができ、杭頭には釘もみられ

た。但し杭は無記名で、打設時期や目的が推測できるような情報は認められなかった。

� 測量調査

【基準点測量と測量基準杭の打設】

測量作業については、基準点測量と測量基準杭の設置、水準測量を㈱シン技術コンサルに委託し、

竪穴の詳細測量と周辺地形測量は調査員・作業員で行った。基準点は指定範囲内に４級基準点を４か

所設置した。また平成２７年度の基準点についても再確認のための観測を行い、２か年合計で７か所の

基準点を設置した。測量基準杭は指定範囲内に２１か所を設置した。平成２７年度のものを含めると２６か

所に及ぶ（図Ⅲ－２）。内８か所は立木などの影響で測量が困難なものに対応するため、任意箇所に

設置している。今年度設置した杭の座標値（全て世界測地系�系）は次のとおりである。
〈基準点〉

H２８T１（X＝２８０５９．６６４ Y＝１０５８７１．４２０） H２８T２（X＝２８０７４．８２４ Y＝１０５８０９．１１５）

H２８T３（X＝２８０６１．４３０ Y＝１０５７４０．０４２） H２８T４（X＝２８００９．３２７ Y＝１０５７４０．６４１）

〈測量基準杭〉

測量基準杭の名称は「南北ライン－東西ライン」で表され、当該名称は基準杭北東側の調査区（グ

リッド）の名称となっている。

１５－２７（X＝２８０７０．０００ Y＝１０５６５０．０００） １５－３０（X＝２８１００．０００ Y＝１０５６５０．０００） ２０－２５（X＝２８０５０．０００ Y＝１０５７００．０００）

２０－２９（X＝２８０９０．０００ Y＝１０５７００．０００） ２５－２５（X＝２８０５０．０００ Y＝１０５７５０．０００） ２５－３０（X＝２８１００．０００ Y＝１０５７５０．０００）
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図�－２ 測量基準点の位置（１：４０００）

図�－３ 竪穴分布範囲と周辺の地形（１：４０００）
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３０－２５（X＝２８０５０．０００ Y＝１０５８００．０００） ３０－３０（X＝２８１００．０００ Y＝１０５８００．０００） ３５－２０（X＝２８０００．０００ Y＝１０５８５０．０００）

３５－２５（X＝２８０５０．０００ Y＝１０５８５０．０００） ４０－１５（X＝２７９５０．０００ Y＝１０５９００．０００） ４０－２０（X＝２８０００．０００ Y＝１０５９００．０００）

４０－２５（X＝２８０５０．０００ Y＝１０５９００．０００） ４０－３０（X＝２８１００．０００ Y＝１０５９００．０００） ４５－１６（X＝２７９６０．０００ Y＝１０５９５０．０００）

５０－２５（X＝２８０５０．０００ Y＝１０６０００．０００）

Ｋ１ （X＝２７９３１．３３０ Y＝１０５８４３．６９６） Ｋ２ （X＝２７９２６．３５６ Y＝１０５８７０．７５２） Ｋ３ （X＝２７９８３．２９２ Y＝１０５７８２．２４８）

Ｋ４ （X＝２８０１１．８３７ Y＝１０５７６６．７９９） Ｋ５ （X＝２８１１４．９９９ Y＝１０５６５０．０００） Ｋ６ （X＝２８１６７．６８０ Y＝１０５６２２．５４５）

Ｋ７ （X＝２７９８２．５１０ Y＝１０５８１５．０４４） Ｋ８ （X＝２７９４７．００４ Y＝１０５８１３．４７４）

【竪穴番号】

竪穴番号については昨年度付した番号をそのまま踏襲し、現地の竪穴に番号を記入した「番号旗」

（竹串にガムテープを巻き付け作成した２０�大の小旗）を立て、認識することとした。番号旗は作業
状況の把握のため、昨年度測量済みのものは白色、今年度測量を行うものは肌色とし、測量を終了し

たものには旗に朱書きで丸印を記入した。また常に進捗状況が把握できる様、後述する作業チームに

「進捗カード」を配布し、各竪穴の測量作業終了後に随時記入することを徹底した。但し竪穴番号に

ついては、竪穴の密集範囲では竪穴番号を誤認して旗を立て測量を行ったものもあり、これらについ

ては昨年の番号を誤認した番号へと変更している。

【竪穴詳細測量の方法】

竪穴の詳細測量は昨年度の方法を踏襲し、トータルステーションを用いた。測量作業は６名の作業

員を２名ずつ３チームに分け、各チーム内で機械操作とターゲット保持の役割分担をした。また各チ

ームの作業の重複を避けるため、作業エリアを分けるなどの工夫をした。詳細測量は原則、上端ライ

ン（２０か所）、下端ライン（１０か所）および下面端点（最も低いところ１点）を記録することとした

が、測点数については状況に応じて臨機に変更した。方形の上端測点は、四つ角の頂点と各近接する

２点（計１２点）、及び各頂点間の２点（計８点）を基本とした。円・楕円形の測点は概ね均等に配置

しつつ形状の変換点を押さえるように心掛けた。

【測量データの管理】

測量したデータは日中の作業終了後、毎日ハードディスクに転送・保管し、上述の進捗カードと照

合してデータに遺漏がないかを確認した。さらに遺跡管理システム（株式会社シン技術コンサル）を

用いてコンピュータ上で図面展開し、測量内容に異常がないかを確認した。異常がみられた場合は即

時原因を確認して翌日の作業に支障が出ないよう努め、また再測量の指示・調整を行った。

� 竪穴の新規確認調査

今年度の調査では、昨年度調査から新たに９２か所の竪穴を確認した。これにより本調査で認められ

た竪穴の総数は５２７か所となり、昭和４２年の北海道史跡指定時に認識されていた５１５か所よりも１２か所

多くなった。竪穴が増加した理由として、①草刈り作業を入念に行うことによって中・小型規模の竪

穴の検出に結びついた、②竪穴密集部において遺構間空隙部の可能性がある浅いものも積極的に竪穴

と判断した、③昨年度の確認記録漏れを把握した、④竪穴密集範囲外の踏査を行い単独的に分布する

竪穴（竪穴５２７）を確認した、ことがあげられる。発掘調査ではないため、視覚的に認識できる「窪

み」を「竪穴」＝遺構と判断しているが、後述の様に竪穴には極小～超特大までの規模の違いがみら

れ、住居跡や土坑など性格の異なる遺構が混在していると考えられる。

現地で新たに竪穴を認識した場合は、①竪穴中央部に蛍光テープを巻いたピンポールを新規の目印

として設置、②番号旗を立てる、③竪穴分布図面（縮尺１／１０００）に分布地点を周辺竪穴・基準杭から
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図�－４ 道指定範囲と竪穴分布（縮尺１：４０００）

図�－５ 竪穴分布状況（縮尺１：２６００）
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の目測・歩測によって割出し手書きで記録する、④簡易GPSで地点記録する、⑤野帳に確認・観察

内容を記録する、の手順を踏んで登録作業を行った。その後作業進捗に応じて順次詳細測量を行った。

� 写真撮影

現地での写真撮影にはデジタルカメラ（シグマDP１メリル）を主体として、一部４×５判のカメ

ラを用いた。撮影内容は、①立地や竪穴の属性に応じて複数の竪穴を集合的に撮影した場合と、②各

竪穴全てを個別的に撮影した場合の、２種類がある。

４ 調査の成果

� 測量成果

今回の調査では竪穴詳細測量と周辺地形測量を主に行い、測量成果を図３～９に掲載した。竪穴の

総数は５２７か所で、指定範囲の中央部、東西の段丘崖に挟まれた南北約１６０�・東西約３１０�の範囲、
およそ４１，０００㎡に高密度に分布する（以下、当該範囲を「竪穴分布範囲」と呼称）。竪穴群が立地す

る海岸段丘上の地形は、指定範囲のおよそ中央南部に標高約５�の微高地が位置し、そこから東・北・
西方向へ緩やかに傾斜している（図Ⅲ－３）。しかし現地ではほとんど傾斜を感じることはなく、印象

として平坦地形が広域的に広がる環境である。４万㎡に及ぶ竪穴の高密度の分布はこうした地形条件

が影響して生じたと考えられる。竪穴の分布傾向として北西部から東部にかけて密集し、南西部では

やや疎らとなる。特に東部の密集度は顕著である（図Ⅲ－４・５）。南西部は漸移的に密度が低くな

り分布が途切れるが、北部は分布範囲の端まで高密度に認められる。また、段丘崖下は海岸砂丘の後

背湿地であり、比高は３�ほどであるが、竪穴の分布はこの段丘崖縁辺にまで及んでいる。さらに今
年度の調査では竪穴の密集する範囲から北側へ４０�ほど離れた地点（海岸側の道路北側）で竪穴（極
小）を１か所確認している（図Ⅲ－６ 竪穴５２７）。

竪穴の計測値と測量作業時に観察された内容については、表Ⅲ－４「確認竪穴一覧」に掲載した。

計測値は測量データを元に遺跡管理システムと表計算ソフトを用いて計測・算出しており、平面形状

も測量平面図や航空写真を元に判断し記載した。さらに、これら測量成果から得られた計測値や属性

を遺跡管理システム上の測量データに追加入力し、属性ごとの集計や図面展開が可能となった。

� 現地調査での確認事項

現地調査により、いくつかの現場所見を得ることができた。大まかには、①竪穴の構造に関連する

事項、②過去の調査に関連する事項、③地形改変と竪穴分布に関連する事項、などがある。

①竪穴の構造に関連する事項

かまど・煙道部とみられる壁際の盛土や張り出し状の凹みを有する竪穴を８か所確認した（竪穴

３９・９３・１２１・１５５・１ ８６・３３７・４０９・４６０）。次年度調査で再確認の必要があり、さらに増加する可

能性がある。但し、放牧による牛の踏込みで損傷を受けている竪穴があり、煙道・入口の凹みの判断

には検討を要する。また、竪穴の周囲に盛土を有するものや竪穴下面で礫が露出するものを複数か所

で確認した。今年度は規模や形状、地点の記録は行っておらず、次年度に詳細な調査が必要である。

②過去の調査に関連する事項

竪穴下面中央部付近に０．５～１�四方の方形の凹みがあるものを５か所確認した（竪穴１５５・２５１・
２５７・４３２・５１４）。また、竪穴下面壁寄りで幅２�ほどの帯状の盛土を２か所確認した（竪穴３１４・４１２）。
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規模（面積基準） 分類

５�未満 極小

５～１０�未満 小

１０～３０�未満 小－中

３０～５０�未満 中

５０～７０�未満 中－大

７０～９０�未満 大

９０～１１０�未満 特大

１１０�以上 超特大

深 さ 分類

０．３�未満 特に浅い

０．３～０．５�未満 浅い

０．５～０．８�未満 やや深い

０．８～１．０�未満 深い

１．０�以上 特に深い

表Ⅲ－１ 規模の分類 表Ⅲ－２ 深さの分類

発掘調査による確認が必要ではあるが、これらは昭和３８年および昭和４１年の調査の試掘坑と排土で

ある可能性が考えられる。昭和４１年の調査は２３８号・３１８号の２か所の発掘が記録されているが（湧別

町教育委員会 １９６６）、昨年度の報告では２３８号が現竪穴３６５に、３１８号が現竪穴２８７に該当することが

示された（北海道立埋蔵文化財センター２０１６）。この２か所からは上述の凹み・盛土は確認できてお

らず、今回認識した痕跡は昭和３８年度調査に関係する可能性が高いと思われる。

③地形改変の可能性と竪穴分布に関連する事項

竪穴の分布は上述のように、指定範囲中央部の４１，０００㎡ほどの範囲に高密度で認められる（竪穴分

布範囲）。分布傾向は北西部から東部で密集し南西部は漸移的に密度が低くなり分布が途切れるが、

北部では分布範囲の端まで高密度に認められる。竪穴分布範囲北側には海岸砂丘列までの間に平坦地

形が広がっており、この平坦地西側の段丘縁に近接して盛土状の地形が、東西ライン３７～４３の間で約

６０×１５�規模のもの１か所、東西ライン３１～３３の間で２３×１０�規模のもの１か所が確認された。発掘
調査を行っていないため盛土状地形の内容は不明であるが、竪穴分布範囲北側を広く整地して寄せた

排土の可能性が指摘でき、この場合、北側にも整地により埋没した竪穴の分布を想定する必要がある。

� 竪穴の属性観察

①分 類

竪穴の規模・形状に関し、Ａ．平面形状、Ｂ．規模、Ｃ．深さについて下記のように分類した。

Ａ．平面形状は円形・楕円形、方・長方形、多角形、柄鏡形に分類した。円形と楕円形、方形と長

方形の区分は長幅比１．５を境界としている。平面形には不明瞭なもの不整形なものも含まれるため判別

が難しい状況ではあったが、航空写真や現地での観察を参考に上記４種類のいずれかに分類をした。柄

鏡形は円・楕円形と方形が連接した形状のものが該当し、方形部が小さい帆立貝形のものも含まれる。

Ｂ．規模は遺跡管理システムで展開した図面を計測して面積を求め、分類した。規模の分類は極小

（５㎡未満）、小（５～１０㎡未満）、小－中（１０～３０㎡未満）、中（３０～５０㎡未満）、中－大（５０～７０㎡

未満）、大（７０～９０㎡未満）、特大（９０～１１０㎡未満）、超特大（１１０㎡以上）とした。求積は形状によっ

て次のように行った。円・楕円形は長径と短径を計測して長径１／２×短径１／２×円周率３．１４で概算面積

を求めた。方・長方形は長辺と短辺（いずれも対抗する辺の長い方）を計測し長辺×短辺で概算面積

を求めた。多角形と柄鏡形は遺跡管理システムを用い展開図面から実面積を計測した。

Ｃ．深さは竪穴上端と下端の測点標高の平均値を差引して求め、分類した。深さの分類は、特に浅

い（０．３�未満）、浅い（０．３～０．５�未満）、やや深い（０．５～０．８�未満）、深い（０．８～１．０�未満）、
特に深い（１．０�以上）である。
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特に浅い 浅い やや深い 深い 特に深い
合計

軒数 形状内比率 全体比率

円
・
楕
円
形

極小 ５ １ ６ ４．０％ １．１％

小 １３ ３ １ １７ １１．３％ ３．２％

小－中 １２ ２８ ８６ ５７．０％ １６．３％

中 １ １２ ２４ ３７ ２４．５％ ７．０％

中－大 １ ２ １ ４ ２．６％ ０．８％

大 １ １ ０．７％ ０．２％

計 ３１ ６３ ５６ １ １５１ １００％ ２８．７％

方
・
長
方
形

極小 １２ １２ ３．７％ ２．３％

小 １９ １ １ ２１ ６．５％ ４．０％

小－中 ２６ ６１ ７３ ２ １６２ ５０．３％ ３０．７％

中 １ １４ ６７ １５ １ ９８ ３０．４％ １８．６％

中－大 １２ ３ １ １６ ５．０％ ３．０％

大 １ ２ ３ ０．９％ ０．６％

特大 ２ ５ ７ ２．２％ １．３％

超特大 ２ １ ３ ０．９％ ０．６％

計 ５８ ７６ １５６ ２９ ３ ３２２ １００％ ６１．１％

多
角
形

小－中 ２ ７ １２ ２１ ５２．５％ ４．０％

中 ２ １１ ３ １６ ４０．０％ ３．０％

中－大 ２ ２ ５．０％ ０．４％

超特大 １ １ ２．５％ ０．２％

計 ２ ９ ２６ ３ ４０ １００％ ７．６％

柄
鏡
形

小－中 ５ １ ２ ８ ５７．１％ １．５％

中 ４ ２ ６ ４２．９％ １．１％

計 ５ ５ ４ １４ １００％ ２．７％

合 計 ９６ １５３ ２４２ ３３ ３ ５２７ １００％

表Ⅲ－３ 竪穴属性集計結果

②属性集計結果

属性集計結果を表Ⅲ－３にまとめた。平面形状で最も多いものは方・長方形で３２１か所（６０．９％）、

次に多いのは円・楕円形で１５２か所（２８．８％）であり、多角形（４０か所・７．６％）や柄鏡形（１４か所・

２．７％）はやや少数に留まる。次に平面形状と規模の関係を形状主体に観察する。円・楕円形は極小

～大までがみられ、小－中～中規模が主体である。９０㎡を超える特大以上のものは認められない。方

形・長方形は極小～超特大まで全ての規模がみられるが、小－中～中規模が主体を占める。多角形は

小－中～中－大が主体だが１軒超特大のものが存在する。平面形状で多くみられた方・長方形、円・

楕円形とも小－中～中規模に大半が該当しており、全体に占める割合は前者で約５割、後者で約２割

に及んでいる。これらのことからシブノツナイ竪穴住居群は主に方・長方形と円・楕円形の小－中～

中規模（１０～５０㎡未満）のもので構成されていることが分かった。規模については長径もしくは長辺

が４～７�規模のものが主体的と言い換えられよう。
次に深さとの関係に着目する。円・楕円形及び方・長方形のものは「特に浅い」～「やや深い」に

多くがみられ、規模の大きいものほど深くなる傾向が看取できる。これに対し多角形は規模にあまり

関係なく「やや深い」ものが主体であると捉えられる。特に多角形の超大型の「やや深い」もの（竪

穴４１６）はオホーツク文化期の竪穴住居跡の可能性が指摘できるだろう。
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③属性別竪穴分布状況

平面形状と規模について、属性別の分布状況を図Ⅲ－１０～１２に示した。以下、時期差を反映する可

能性がある平面形状を中心に観察を行う。

【円・楕円形】 円・楕円形の分布を図Ⅲ－１０－１に示した。竪穴分布範囲の東部に偏り、特に南北

ライン３３～４８の間に高密度に認められる。次に規模別（図Ⅲ－１０－５～１１－９）の状況を観察する。

極小（５㎡未満）のものは竪穴分範囲の西部（南北ライン１５～２５・東西ライン２５～３０）にまとまった

分布がみられる。後述するが、極小は方形においても同範囲周辺に多くが分布している。小（５～１０

㎡未満）はやや散発的ではあるものの南北ライン４０付近にまとまっている。小－中（１０～３０㎡未満）

は最も数が多く、東側段丘崖縁辺から南北ライン３０のやや広い範囲に分布し、南部で密度が高い傾向

がある。中（３０～５０㎡未満）は段丘崖縁辺から南北ライン３７の間にまとまり、小－中に比べやや北側

に多く分布する。中－大・大（５０～９０㎡未満）は東側段丘崖縁辺と南北ライン３５付近に分布し、円・

楕円形分布範囲のやや端側に位置している。

【方・長方形】 方・長方形の分布を図Ⅲ－１０－２に示した。竪穴分布範囲の全域に及び、概ね万遍

なく高い密度で認められる。規模別（図Ⅲ－１１－１０～１６）でみると、まず極小（５㎡未満）は竪穴分

範囲の西部、西側段丘崖付近（南北ライン１５～２５・東西ライン２５～３０）にまとまった分布がみられる。

上述のように極小は円・楕円形も同様の分布傾向を示し、同範囲に土坑群を形成している可能性があ

る。また、極小規模の両形態は同時期の遺構の可能性も指摘できるだろう。小（５～１０㎡未満）はや

や散発的な分布であるが、西側段丘崖付近、南北ライン３０～３５付近、南北ライン４０～４５付近の大まか

に三つのまとまりが認められる。小－中（１０～３０㎡未満）は上述のように最も数が多く竪穴群全体の

３割以上を占める。分布は竪穴分布範囲の概ね全域に及ぶが主に北西～南東にかけてみられ、特に西

部（南北ライン２５～３０・東西ライン２５～３０）と南東部（南北ライン４０～４７・東西ライン１５～２３）にや

や高い密度で認められる。また竪穴分布範囲北部の東側段丘付近や、南西部（東西ライン２０以南）に

も多数が分布している。中（３０～５０㎡未満）も竪穴分布範囲の広域に及び、概ね均等に配置される印

象がある。また東側段丘崖縁辺にも多く分布する。但し小－中が密に分布する南東部では疎らとなっ

ている。中－大（５０～７０㎡未満）は北西から南東方向の広範囲に幾つかのまとまりをもって分布し、

特に中央部に多くみられる。大（７０～９０㎡）は３か所と少数だが西側段丘崖縁辺、中央部、南東部の

広範囲に散点的に分布する。特大・超特大（９０㎡以上）のものは中央から西部に分布し、２軒程度の

まとまりがおよそ５０�の間隔で点在している。
まとめれば、方形は規模により多寡はあるものの、竪穴分布範囲のおよそ全域に小～大までの各規

模が分布していると捉えられる。また特大以上は中央からに主に西部に散点的に分布し、同範囲で小

～大が近接する。こうした状況から遺跡内には小～特大・超特大で構成される竪穴群の幾つかのまと

まりが併存している可能性が指摘できるかもしれない。また、特大・超特大の分布しない東部と分布

する西部では、利用内容の違いや時期差が推測できるだろう。

【多角形】 多角形の分布は図Ⅲ－１０－３に示した。竪穴分布範囲の西部及び南東部に主に認められ

る。規模別（図Ⅲ－１２－１７・１８）でみると、小－中（１０～３０㎡未満）は西側段丘崖付近から中央部に

ややまとまる傾向があるが、南東部にも広く散点的に分布している。中（３０～５０㎡未満）は西部と南

東部にふたつのまとまりがみられる。また図示はしていないが中－大以上（５０㎡以上）のもの３軒は

全て西部に位置している。

【柄鏡形】 柄鏡形の分布は図Ⅲ－１０－４に示した。南北ライン３０以西に散発的、南北ライン３５～４０

付近ではやや列状に並んで認められ、円・楕円形が高密度に分布する範囲に重複している。規模別
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図�－１０ 属性別竪穴分布状況（１）
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図�－１１ 属性別竪穴分布状況（２）
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（図Ⅲ－１２－１９・２０）でみると、小－中（１０～３０㎡未満）は西部と南東部に散点的に分布し、中（３０

～５０㎡未満）では東部の南北ライン３５～４０付近でU字状にまとまっている。

以上、形態別・規模別の分布状況とその傾向について概観した。各形態が時期差を反映しているな

らば（円・楕円形と柄鏡形は続縄文文化期以前、多角形はオホーツク文化期、方形は擦文文化期の可

能性）、本遺跡における竪穴分布の変遷を追うことがある程度可能であり、今後の調査で竪穴の形成

時期を確認することが必要と考えられる。昭和４１年度に調査された２軒（竪穴２８７・３６５）は擦文文化

期の住居跡であることが確認されているが、これらの共通した属性は中型（３０～５０㎡未満）・深い（０．８

～１．０�未満）であり、同条件のものは擦文期の竪穴の可能性が高いと考えられよう。

� 調査成果と課題

今回の調査によって竪穴群全体の詳細測量が完了し、平面形態・規模・深さなどの情報の集計と属

性別の分布状況の把握が可能となった。具体的成果として、①方形や円・楕円形の４～７�規模のも
のが主体的に竪穴群を構成し、前者は竪穴分布範囲全域に、後者は東部を中心に分布すること、②９０

㎡を超える特大以上はほとんどが方形で中央～西部に分布すること、③西側段丘崖付近には極小規模

の竪穴がまとまって分布し土坑群と考えられること、などが判明した。また、調査過程で竪穴の付属

施設と考えられるもの（張出し状の凹み、壁際の盛土、竪穴周囲の盛土、竪穴下面の礫）を複数確認

したが、時間的制約もあり測量などの記録作業には至らなかった。

次年度調査の課題として、付属施設を含む竪穴構造の把握、旧地形の復元及び地質調査があげられ、

これらを目的とした測量・試掘・簡易ボーリング調査などの実施を検討したいと考えている。

図�－１２ 属性別竪穴分布状況（３）
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表�－４ 確認竪穴一覧

竪穴
番号

H２７年
竪穴確
認番号

平面形状
長径・
長辺
（�）

短径・
短辺
（�）

概 算
面 積
（�）

規模 深さ

（�）
深さ類型 特 記 南北

ライン
東西
ライン

所在
エリア

１ １ 円形 ５．０ ４．６ １８．１ 小�中 ０．３５ 浅い ０４７ ０１５ 南東エリア

２ ２ 円形 ４．９ ４．５ １７．３ 小�中 ０．３６ 浅い ０４６ ０１５ 南東エリア

３ ３ 円形 ４．７ ４．０ １４．８ 小�中 ０．３７ 浅い ０４６ ０１５ 南東エリア

４ ４ 不整方形 ５．０ ４．７ ２３．５ 小�中 ０．３９ 浅い エレベーション実測 ０４６ ０１６ 南東エリア

５ ５ 楕円形 ６．５ ５．２ ２６．５ 小�中 ０．２６ 特に浅い ０４６ ０１６ 南東エリア

６ ６ 楕円形？ ７．４ （５．３）（３０．８） 中 ０．６１ やや深い 砂利道で一部埋められる ０４７ ０１６ 南東エリア

７ ７ 方形 （４．６） ４．５ （２０．７） 小�中 ０．４１ 浅い 砂利道で一部埋められる ０４６ ０１７ 南東エリア

８ ８ 不整円形 ５．５ ５．３ ２２．９ 小�中 ０．４１ 浅い ０４６ ０１７ 南東エリア

９ ９ 不整楕円形 ５．９ ４．９ ２２．７ 小�中 ０．２０ 特に浅い ０４６ ０１７ 南東エリア

１０ １０ 楕円形？ ６．８ （４．２）（２２．４） 中 ０．５５ やや深い 砂利道で一部埋められる ０４６ ０１８ 南東エリア

１１ １１ 不整方形 ５．０ （３．５）（１７．５） 小�中 ０．２６ 特に浅い 砂利道で一部埋められる ０４６ ０１８ 南東エリア

１２ １２ 不整円形 ３．３ ３．０ ７．８ 小 ０．２３ 特に浅い ０４５ ０１８ 南東エリア

１３ １３ 長方形 ５．４ ４．０ ２１．６ 小�中 ０．３１ 浅い ０４５ ０１８ 南東エリア

１４ １４ 不整円形 ５．６ ５．４ ２３．７ 小�中 ０．３５ 浅い ０４５ ０１８ 南東エリア

１５ １５ 不整円形？ ７．０ （４．７）（２５．８） 中 ０．４８ 浅い 砂利道で一部埋められる ０４５ ０１９ 南東エリア

１６ １６ 方形（多角形） ７．３ ６．５ ４７．５ 中 ０．５７ やや深い ０４４ ０１９ 南東エリア

１７ １７ 方形 ８．０ ７．２ ５７．６ 中�大 ０．５８ やや深い ０４４ ０２０ 南東エリア

１８ １８ 不整方形 ５．１ ４．６ ２３．５ 小�中 ０．３６ 浅い １９と切り合う可能性 ０４４ ０１８ 南東エリア

１９ １９ 多角形（不整円形） ６．０ ５．０ ２４．２ 小�中 ０．５７ やや深い １８と切り合う可能性 ０４３ ０１８ 南東エリア

２０ ２０ 長方形（多角形） ４．５ ３．８ １７．１ 小�中 ０．３２ 浅い ０４４ ０１９ 南東エリア

２１ ２１ 多角形（不整円形） ７．５ ６．８ ４１．６ 中 ０．７４ やや深い ０４３ ０１９ 南東エリア

２２ ２２ 楕円形 ６．８ ４．５ ２４．０ 小�中 ０．４８ 浅い ０４３ ０２０ 南東エリア

２３ ２３ 不整方形（多角形） ６．１ ４．９ ２９．９ 小�中 ０．３６ 浅い ８１に切られている可能性 ０４３ ０２０ 南東エリア

２４ ２４ 方形 ３．５ ３．３ １１．６ 小�中 ０．１９ 特に浅い ０４３ ０２０ 南東エリア

２５ ２５ 不整方形（多角形） ５．２ ４．０ ２０．８ 小�中 ０．４３ 浅い ５１４に切られている可能性 ０４４ ０２１ 南東エリア

２６ ２６ 不整方形（多角形） ３．８ ２．８ １０．６ 小�中 ０．２８ 特に浅い ２５に切られている可能性 ０４４ ０２０ 南東エリア

２７ ２７ 方形 ６．４ ５．２ ３３．３ 中 ０．４６ 浅い 砂利道で一部埋められる ０４４ ０２１ 南東エリア

２８ ２８ 楕円形 ６．８ ５．５ ２９．４ 小�中 ０．４６ 浅い ２９と切り合う可能性 ０４３ ０２１ 南東エリア

２９ ２９ 長方形 ５．０ ４．４ ２２．０ 小�中 ０．２５ 特に浅い ２８と切り合う可能性 ０４４ ０２２ 南東エリア

３０ ３０ 方形 ５．７ ５．４ ３０．８ 中 ０．３４ 浅い 砂利道で一部埋められる
３１と切り合う可能性 ０４４ ０２２ 南東エリア

３１ ３１ 楕円形 ７．１ ６．０ ３３．４ 中 ０．４７ 浅い ３０と切り合う可能性 ０４３ ０２３ 南東エリア

３２ ３２ 方形？ ６．２ （５．１）（３１．６） 中 ０．３９ 浅い 砂利道で一部埋められる ０４４ ０２３ 南東エリア

３３ ３３ 円形 ６．０ ５．４ ２５．４ 小�中 ０．４３ 浅い ０４３ ０２３ 南東エリア

３４ ３４ 円形 ６．８ ６．０ ３２．０ 中 ０．６１ やや深い ０４３ ０２４ 南東エリア

３５ ３５ 円形 ７．６ ７．６ ４５．３ 中 ０．６２ やや深い ０４３ ０２４ 南東エリア

３６ ３６ 方形？（楕円形？） ５．３ ５．０ ２６．５ 小�中 ０．３９ 浅い 砂利道で一部埋められる
３８に切られる可能性 ０４４ ０２５ 南東エリア

３７ ３７ 円形 ７．２ ６．６ ３７．３ 中 ０．６２ やや深い ３６・３８と切り合う可能性 ０４３ ０２５ 南東エリア

３８ ３８ 方形？ ６．０ ５．５ ３３．０ 中 ０．５６ やや深い 砂利道で一部埋められる
３７と切り合う可能性 ０４３ ０２６ 北東エリア

３９ ３９ 不明瞭な方形 ６．３ ５．４ ３４．０ 中 ０．３７ 浅い 張出部あり（煙道部か） ０４３ ０２６ 北東エリア

４０ ４０ 方形 ５．４ ５．３ ２８．６ 小�中 ０．４０ 浅い ０４３ ０２７ 北東エリア

４１ ４１ 方形？ （５．５） （４．２）（２３．１） 中 ０．２０ 特に浅い 砂利道で一部埋められる ０４４ ０２７ 北東エリア

４２ ４２ 不明瞭な方形 ４．９ ４．２ ２０．６ 小�中 ０．４０ 浅い ０４３ ０２８ 北東エリア

４３ ４３ 方形 ５．０ ４．４ ２２．０ 小�中 ０．１４ 特に浅い 東端段丘�に位置
４４と切り合う可能性 ０４５ ０２８ 北東エリア

４４ ４４ 不明瞭な方形（多角形） ６．４ ６．３ ４０．３ 中 ０．３８ 浅い
東端段丘�に位置
４３と切り合う可能性
エレベーション実測

０４５ ０２８ 北東エリア

４５ ４５ 楕円形？ ８．５ （８．４）（５６．０） 中�大 ０．４６ 浅い 砂利道で一部埋められる
東端段丘�に位置 ０４５ ０２６ 北東エリア

４６ ４６ 方形 ４．９ ４．７ ２３．０ 小�中 ０．３７ 浅い 東端段丘�に位置 ０４６ ０２６ 北東エリア

４７ ４７ 不整楕円形 ７．１ ５．３ ２９．５ 小�中 ０．１９ 特に浅い 東端段丘�に位置 ０４６ ０２６ 北東エリア

４８ � 不整長方形 ２．３ ２．０ ４．６ 極小 ０．１４ 特に浅い 東端段丘�に位置
張出し部あり ０４５ ０２６ 北東エリア

４９ ４８ 方形 ５．６ ４．９ ２７．４ 小�中 ０．３６ 浅い 東端段丘�に位置 ０４５ ０２５ 南東エリア

５０ ５０ 不明瞭な方形 ６．５ ６．３ ４１．０ 中 ０．５５ やや深い
東端段丘�に位置
張出し部あり
エレベーション実測

０４５ ０２４ 南東エリア

５１ ５１ 円形？ （５．９） （３．９） １８．１ 小�中 ０．４５ 浅い 砂利道に一部埋められる
東端段丘�に位置 ０４５ ０２３ 南東エリア
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竪穴
番号

H２７年
竪穴確
認番号

平面形状
長径・
長辺
（�）

短径・
短辺
（�）

概 算
面 積
（�）

規模 深さ

（�）
深さ類型 特 記 南北

ライン
東西
ライン

所在
エリア

５２ ５２ 不整円形？（不明瞭な方形？） ８．７ （７．３）（４９．９） 中�大 ０．６４ やや深い 砂利道に一部埋められる
東端段丘�に位置 ０４５ ０２２ 南東エリア

５３ ５３ 不整円形 ９．６ （７．９）（５９．５） 大 ０．６４ やや深い 砂利道に一部埋められる
東端段丘�に位置 ０４５ ０２１ 南東エリア

５４ ５４ 不整長方形 ６．８ ５．１ ３４．７ 中 ０．３５ 浅い 東端段丘�に位置 ０４６ ０２０ 南東エリア

５５ ５５ 円形 ８．２ ７．６ ４８．９ 中 ０．４９ 浅い 東端段丘�に位置 ０４６ ０２０ 南東エリア

５６ ５６ 円形？ ４．５ （２．７） （９．５） 小�中 ０．２２ 特に浅い 砂利道に一部埋められる
東端段丘�に位置 ０４６ ０１９ 南東エリア

５７ � 方形？ ６．７ （３．０）（２０．１） 中 ０．４９ 浅い 東端段丘�に位置
段丘崖で東側崩落 ０４６ ０２１ 南東エリア

５８ ５８ 楕円形 ６．８ ５．２ ２７．８ 小�中 ０．４３ 浅い 東端段丘�に位置 ０４７ ０１８ 南東エリア

５９ ５９ 円形 ３．７ ３．４ ９．９ 小 ０．１８ 特に浅い 東端段丘�に位置 ０４６ ０１９ 南東エリア

６０ ６０ 方形 ５．８ ５．４ ３１．３ 中 ０．６３ やや深い 東端段丘�に位置 ０４８ ０１８ 南東エリア

６１ ６１ 長方形？方形？ ３．８ （２．６） （９．９） 小�中 ０．１１ 特に浅い 砂利道に一部埋められる
東端段丘�に位置 ０４７ ０１８ 南東エリア

６２ ６２ 楕円形？円形？ ４．９ （３．２）（１２．３） 小�中 ０．３２ 浅い 砂利道に一部埋められる
東端段丘�に位置 ０４７ ０１７ 南東エリア

６３ ６３ 不整円形 ６．０ ５．６ ２６．４ 小�中 ０．３８ 浅い 東端段丘�に位置 ０４８ ０１７ 南東エリア

６４ ６４ 長方形 ６．３ ３．５ ２２．１ 小�中 ０．４９ 浅い ６７と切り合う可能性 ０４３ ０１７ 南東エリア

６５ ６５ 不明瞭な方形 ５．０ ４．５ ２２．５ 小�中 ０．４６ 浅い ０４５ ０１６ 南東エリア

６６ ６６ 不明瞭な方形 ５．３ ４．０ ２１．２ 小�中 ０．３３ 浅い ０４５ ０１６ 南東エリア

６７ ６７ 不整長方形 ６．７ ４．２ ２８．１ 小�中 ０．６２ やや深い ６４と切り合う可能性 ０４４ ０１７ 南東エリア

６８ ６８ 方形 ５．３ ５．２ ２７．６ 小�中 ０．４６ 浅い ０４５ ０１７ 南東エリア

６９ ６９ 楕円形 ７．２ ５．５ ３１．１ 中 ０．４０ 浅い ０４２ ０１９ 南東エリア

７０ ７０ 不明瞭な方形 ６．２ ５．７ ３５．３ 中 ０．５０ やや深い ０４１ ０２０ 南東エリア

７１ ７１ 長方形 ７．０ ３．０ ２１．０ 小�中 ０．２７ 特に浅い ０４１ ０１９ 南東エリア

７２ ７２ 不明瞭な長方形 ６．０ ４．１ ２４．６ 小�中 ０．５９ やや深い ０４１ ０１８ 南東エリア

７３ ７３ 円形 ６．６ ６．６ ３４．２ 中 ０．６２ やや深い ０４０ ０１９ 南東エリア

７４ ７４ 円形（不明瞭な方形） ４．８ ４．５ １７．０ 小�中 ０．５２ やや深い ０４０ ０１９ 南東エリア

７５ ７５ 方形 ５．９ ５．０ ２９．５ 小�中 ０．５２ やや深い ０４０ ０２０ 南東エリア

７６ ７６ 多角形 ７．６ ６．７ ３９．３ 中 ０．５８ やや深い 長軸長×短軸で計測
エレベーション実測 ０２０ ０３９ 南西エリア

７７ ７７ 楕円形 ７．６ ５．９ ３５．２ 中 ０．５６ やや深い ０４１ ０２０ 南東エリア

７８ ７８ 不明瞭な方形 ３．８ ３．０ １１．４ 小�中 ０．４９ 浅い ０４１ ０２０ 南東エリア

７９ ７９ 楕円形 ５．７ ４．２ １８．８ 小�中 ０．２９ 特に浅い ０４０ ０１９ 南東エリア

８０ ８０ 方形 ５．０ ３．９ １９．５ 小�中 ０．４０ 浅い ４３８と切り合う可能性 ０４２ ０２１ 南東エリア

８１ ８１ 方形 ４．３ ４．０ １７．２ 小�中 ０．３０ 浅い ０４２ ０２０ 南東エリア

８２ ８２ 楕円形 ７．３ ６．１ ３５．０ 中 ０．４９ 浅い ０４３ ０２２ 南東エリア

８３ ８３ 楕円形 ８．０ ６．４ ４０．２ 中 ０．６０ やや深い ０４２ ０２３ 南東エリア

８４ ８４ 方形 ３．３ ３．３ １０．９ 小�中 ０．３３ 浅い ０４２ ０２３ 南東エリア

８５ ８５ 方形 ６．０ ５．８ ３４．８ 中 ０．５６ やや深い ０４１ ０２３ 南東エリア

８６ ８６ 円形 ３．４ ３．０ ８．０ 小 ０．２１ 特に浅い ０４１ ０２３ 南東エリア

８７ ８７ 方形 ４．５ ４．４ １９．８ 小�中 ０．６４ やや深い ０４０ ０２３ 南東エリア

８８ ８８ 方形 ５．０ ４．９ ２４．５ 小�中 ０．５８ やや深い ０４０ ０２４ 南東エリア

８９ ８９ 方形 ７．８ ６．５ ５０．７ 中�大 ０．８０ 深い ０２４ ０３９ 南西エリア

９０ ９０ 方形 ６．１ ５．４ ３２．９ 中 ０．４２ 浅い ０２４ ０３８ 南西エリア

９１ ９１ 円形（不明瞭な方形） ４．０ ３．９ １２．２ 小�中 ０．２５ 特に浅い ０３９ ０２４ 南東エリア

９２ ９２ 長方形 ２．７ １．９ ５．１ 小 ０．１９ 特に浅い ０３９ ０２４ 南東エリア

９３ ９３ 方形 ７．８ ７．４ ５７．７ 中�大 ０．６８ やや深い 張出部あり（煙道部か） ０３７ ０２２ 南東エリア

９４ ９４ 円形（不明瞭な方形） ６．７ ６．４ ３３．７ 中 ０．５２ やや深い ０３８ ０２２ 南東エリア

９５ ９５ 方形 ６．８ ６．７ ４５．６ 中 ０．７１ やや深い ０３９ ０２３ 南東エリア

９６ ９６ 不整円形 ５．３ ４．８ ２０．０ 小�中 ０．３６ 浅い ０３９ ０２２ 南東エリア

９７ ９７ 楕円形（不明瞭な方形） ３．８ ３．１ ９．２ 小 ０．３７ 浅い ０３９ ０２２ 南東エリア

９８ ９８ 方形 ３．６ ２．９ １０．４ 小�中 ０．３０ 特に浅い ０３８ ０２１ 南東エリア

９９ ９９ 柄鏡形 ８．４ ４．８ ３８．３ 中 ０．３５ 浅い 円形と方形の連接 ０３８ ０２１ 南東エリア

１００ １００ 方形 ７．２ ５．８ ４１．８ 中 ０．５８ やや深い ０３９ ０２１ 南東エリア

１０１ １０１ 楕円形 ５．４ ４．０ １７．０ 小�中 ０．４３ 浅い ０３９ ０２１ 南東エリア

１０２ １０２ 楕円形 ８．４ ６．８ ４４．８ 中 ０．６４ やや深い ０３９ ０２２ 南東エリア

１０３ １０３ 円形（不明瞭な方形） ７．０ ６．７ ３６．８ 中 ０．５４ やや深い ０４０ ０２３ 南東エリア

１０４ １０４ 方形 ７．４ ６．１ ４５．１ 中 ０．６４ やや深い エレベーション実測 ０４１ ０２２ 南東エリア

１０５ １０５ 円形 ７．８ ７．７ ４７．１ 中 ０．５８ やや深い ０４１ ０２３ 南東エリア

１０６ １０６ 楕円形 ８．４ ６．９ ４５．５ 中 ０．６３ やや深い エレベーション実測 ０４２ ０２２ 南東エリア

１０７ １０７ 不整円形 ６．１ ６．４ ３０．６ 中 ０．４７ 浅い ８２に長軸方向を切られている ０４３ ０２１ 南東エリア

Ⅲ 湧別町シブノツナイ竪穴住居群の調査
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（�）
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ライン
東西
ライン
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エリア

１０８ １０８ 円形（不明瞭な方形） ５．６ ５．４ ２３．７ 小�中 ０．３８ 浅い ０４２ ０２２ 南東エリア

１０９ １０９ 円形 ５．６ ５．３ ２３．３ 小�中 ０．４８ 浅い ０４２ ０２２ 南東エリア

１１０ １１０ 不明瞭な方形 ５．４ ４．０ ２１．６ 小�中 ０．５０ 浅い １０８・４３８と切り合う可能性 ０４１ ０２１ 南東エリア

１１１ １１１ 不明瞭な方形 ４．３ ４．０ １７．２ 小�中 ０．３３ 浅い ０４１ ０２２ 南東エリア

１１２ １１２ 楕円形 ４．６ ３．９ １４．１ 小�中 ０．３９ 浅い ０４０ ０２２ 南東エリア

１１３ １１３ 方形 ５．８ ５．２ ３０．２ 中 ０．４９ 浅い ０４０ ０２１ 南東エリア

１１４ １１４ 円形 ５．４ ５．１ ２１．６ 小�中 ０．６３ やや深い ０４０ ０２１ 南東エリア

１１５ １１５ 方形 ５．１ ４．１ ２０．９ 小�中 ０．５５ やや深い ０３８ ０２０ 南東エリア

１１６ １１６ 方形 ４．３ ４．３ １８．５ 小�中 ０．６３ やや深い ０３９ ０２０ 南東エリア

１１７ １１７ 不整円形（不明瞭な方形） ５．９ ５．９ ２７．３ 小�中 ０．６６ やや深い ０３９ ０１９ 南東エリア

１１８ １１８ 円形（不明瞭な方形） ４．２ ４．１ １３．５ 小�中 ０．６０ やや深い ０３９ ０１９ 南東エリア

１１９ １１９ 不整円形 ６．６ ６．６ ３４．２ 中 ０．５２ やや深い ０４０ ０１８ 南東エリア

１２０ １２０ 不整円形 ５．９ ５．９ ２７．３ 小�中 ０．５９ やや深い ０４０ ０１８ 南東エリア

１２１ １２１ 方形 ８．７ ８．０ ６９．６ 中�大 ０．５８ やや深い 張出部あり（煙道部か）
エレベーション実測 ０４２ ０１８ 南東エリア

１２２ １２２ 方形 ６．４ ５．４ ３４．６ 中 ０．６８ やや深い ０４３ ０１７ 南東エリア

１２３ １２３ 不整円形 ６．０ ５．０ ２３．６ 小�中 ０．４８ 浅い ０４３ ０１８ 南東エリア

１２４ １２４ 不明瞭な方形（不整円形） ５．１ ４．５ ２３．０ 小�中 ０．６５ やや深い ０４２ ０１９ 南東エリア

１２５ １２５ 円形 ６．３ ５．６ ２７．７ 小�中 ０．４６ 浅い ０４２ ０１７ 南東エリア

１２６ １２６ 円形 ５．４ ４．９ ２０．８ 小�中 ０．５０ 浅い ０４２ ０１６ 南東エリア

１２７ １２７ 不明瞭な方形 ４．６ ４．０ １８．４ 小�中 ０．６２ やや深い ０４２ ０１７ 南東エリア

１２８ １２８ 不明瞭な方形（楕円形） ５．０ ３．７ １８．５ 小�中 ０．５３ やや深い ０４１ ０１７ 南東エリア

１２９ １２９ 不整円形 ４．０ ３．６ １１．３ 小�中 ０．４２ 浅い ０４１ ０１７ 南東エリア

１３０ １３０ 不整円形（不明瞭な方形） ５．２ ４．４ １８．０ 小�中 ０．４０ 浅い ０４１ ０１７ 南東エリア

１３１ １３１ 円形 ４．５ ４．４ １５．５ 小�中 ０．５３ やや深い やや細長い ０４０ ０１７ 南東エリア

１３２ １３２ 方形 ４．４ ３．８ １６．７ 小�中 ０．４３ 浅い 砂利道で一部埋められる
張出部あり ０４０ ０１７ 南東エリア

１３３ １３３ 円形 ５．８ （５．２）（２３．７） 小�中 ０．６４ やや深い 砂利道で一部埋められる ０４１ ０１６ 南東エリア

１３４ １３４ 不整円形？ （５．９） ５．４ （２５．０） 小�中 ０．４７ 浅い 砂利道で一部埋められる ０４２ ０１６ 南東エリア

１３５ １３５ 不明瞭な方形？ ４．５ （３．１）（１４．０） 小�中 ０．５２ やや深い 砂利道で一部埋められる ０３９ ０１７ 南東エリア

１３６ １３６ 円形 ５．０ ４．４ １７．３ 小�中 ０．５３ やや深い 細長い形状に特徴がある ０３９ ０１７ 南東エリア

１３７ １３７ 不明瞭な方形（楕円形） ３．９ ３．２ １２．５ 小�中 ０．２２ 特に浅い ０３９ ０１８ 南東エリア

１３８ １３８ 方形 ５．０ ４．４ ２２．０ 小�中 ０．５５ やや深い ０３９ ０１７ 南東エリア

１３９ １３９ 不整円形 ３．７ ３．６ １０．５ 小�中 ０．４０ 浅い ０３８ ０１７ 南東エリア

１４０ １４０ 方形 ５．７ ５．５ ３１．４ 中 ０．４４ 浅い ０３８ ０１８ 南東エリア

１４１ １４１ 不整円形 ５．６ ４．７ ２０．７ 小�中 ０．４７ 浅い ０３８ ０１９ 南東エリア

１４２ １４２ 方形 ５．９ ４．６ ２７．１ 小�中 ０．６１ やや深い ０３９ ０１８ 南東エリア

１４３ １４３ 円形 ３．４ ３．４ ９．１ 小 ０．５４ やや深い ０３９ ０１８ 南東エリア

１４４ １４４ 方形 ６．６ ６．５ ４２．９ 中 ０．５５ やや深い ０３７ ０１８ 南東エリア

１４５ １４５ 不整円形 ６．３ ５．８ ２８．７ 小�中 ０．７８ やや深い ３７９に切られている可能性 ０３７ ０１８ 南東エリア

１４６ １４６ 方形 ６．２ ５．２ ３２．２ 中 ０．６４ やや深い 砂利道で一部埋められる ０３８ ０１７ 南東エリア

１４７ １４７ 不整円形 ６．１ ４．４ ２１．１ 小�中 ０．３４ 浅い ０３７ ０１７ 南東エリア

１４８ １４８ 円形 ６．１ ６．１ ２９．２ 小�中 ０．６５ やや深い ０３６ ０１７ 南東エリア

１４９ １４９ 方形 ４．４ ３．６ １５．８ 小�中 ０．４６ 浅い ０３５ ０１７ 南東エリア

１５０ １５０ 不整円形 ５．２ ４．８ １９．６ 小�中 ０．４３ 浅い ０３５ ０１７ 南東エリア

１５１ １５１ 柄鏡形、主体部円形 ６．６ ５．４ ２４．９ 小�中 ０．６２ やや深い 張出部あり（柄鏡形）、凸部長
軸長×短軸長で計測 ０３４ ０１８ 北西エリア

１５２ １５２ 方形 ４．６ ３．５ １６．１ 小�中 ０．５０ 浅い ０３５ ０１８ 南東エリア

１５３ １５３ 方形 ６．１ ５．８ ３５．４ 中 ０．７０ やや深い ０３４ ０１９ 北西エリア

１５４ １５４ 方形 ７．１ ６．９ ４９．０ 中 ０．８５ 深い エレベーション実測 ０３５ ０１９ 南東エリア

１５５ １５５ 方形 １０．２ ９．９ １０１．０ 特大 ０．８２ 深い
張出部あり（煙道部か）、中央
に方形坑
エレベーション実測

０３５ ０２１ 南東エリア

１５６ １５６ 方形 ５．４ ４．９ ２６．５ 小�中 ０．７０ やや深い ０３６ ０２１ 南東エリア

１５７ １５７ 方形 ５．７ ５．４ ３０．８ 中 ０．５４ やや深い ０３７ ０２１ 南東エリア

１５８ １５８ 柄鏡形、主体部不整円形 ６．０ ４．０ １７．７ 小�中 ０．４６ 浅い 張出部あり（柄鏡形）、凸部長
軸長×短軸長で計測 ０３８ ０２１ 南東エリア

１５９ １５９ 柄鏡形、主体部円形 ７．８ ５．７ ３３．２ 中 ０．４５ 浅い 張出部あり（柄鏡形）、凸部長
軸長×短軸長で計測 ０３７ ０２２ 南東エリア

１６０ １６０ 方形 ５．９ ５．１ ３０．１ 中 ０．４７ 浅い ０３６ ０２２ 南東エリア

１６１ １６１ 不整円形（不明瞭な方形） ４．４ ４．０ １３．８ 小�中 ０．４１ 浅い ０３５ ０２２ 南東エリア

１６２ １６２ 方形 ５．４ ４．４ ２３．８ 小�中 ０．５９ やや深い エレベーション実測 ０３５ ０２３ 南東エリア

１６３ � 円形（不明瞭な方形） ５．８ ５．５ ２５．０ 小�中 ０．５９ やや深い ０３６ ０２４ 南東エリア

重要遺跡確認調査報告書
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竪穴
番号

H２７年
竪穴確
認番号

平面形状
長径・
長辺
（�）

短径・
短辺
（�）

概 算
面 積
（�）

規模 深さ

（�）
深さ類型 特 記 南北

ライン
東西
ライン

所在
エリア

１６４ １６４ 楕円形 ７．８ ６．３ ３８．６ 中 ０．５８ やや深い ０３６ ０２２ 南東エリア

１６５ １６５ 不明瞭な方形 ６．２ ４．４ ２７．３ 小�中 ０．７３ やや深い ０３７ ０２３ 南東エリア

１６６ １６６ 方形 ５．５ ５．０ ２７．５ 小�中 ０．７５ やや深い ０３７ ０２４ 南東エリア

１６７ １６７ 不整円形（不明瞭な方形） ５．０ ３．７ １４．５ 小�中 ０．３２ 浅い １６８と連接している ０３８ ０２４ 南東エリア

１６８ １６８ 円形 ４．５ ４．１ １４．５ 小�中 ０．５９ やや深い １６７と連接している ０３７ ０２４ 南東エリア

１６９ １６９ 方形 ４．４ ４．０ １７．６ 小�中 ０．４４ 浅い ０３８ ０２４ 南東エリア

１７０ １７０ 不明瞭な方形 ６．２ ６．０ ３７．２ 中 ０．６６ やや深い ０３８ ０２５ 南東エリア

１７１ １７１ 方形 ５．８ ５．７ ３３．１ 中 ０．５６ やや深い ０３９ ０２５ 南東エリア

１７２ １７２ 不明瞭な長方形 ７．２ ４．９ ３５．３ 中 ０．７８ やや深い ０３９ ０２６ 北東エリア

１７３ １７３ 方形 ５．５ ５．３ ２９．２ 小�中 ０．５１ やや深い ０４０ ０２６ 北東エリア

１７４ １７４ 不明瞭な方形 ６．０ ４．３ ２５．８ 小�中 ０．５６ やや深い １８４と連接している ０４０ ０２７ 北東エリア

１７５ １７５ 柄鏡形、主体部不明瞭な長
方形 ７．６ ４．３ ３０．４ 中 ０．４４ 浅い 張出部あり（柄鏡形）、凸部長

軸長×短軸長で計測 ０４１ ０２７ 北東エリア

１７６ １７６ 円形 ６．３ ６．１ ３０．２ 中 ０．４７ 浅い ０４０ ０２７ 北東エリア

１７７ １７７ 方形 ７．３ ５．７ ４１．６ 中 ０．５２ やや深い エレベーション実測 ０４２ ０２８ 北東エリア

１７８ １７８ 方形 ３．０ ３．０ ９．０ 小 ０．２３ 特に浅い ０４３ ０２８ 北東エリア

１７９ １７９ 不明瞭な方形 ４．０ ３．９ １５．６ 小�中 ０．４５ 浅い ０４２ ０２８ 北東エリア

１８０ １８０ 不整円形 ５．０ ４．８ １８．８ 小�中 ０．３３ 浅い 竪穴群の北端に位置する ０４２ ０２９ 北東エリア

１８１ � 方形 ３．２ ３．２ １０．２ 小�中 ０．１７ 特に浅い ０４２ ０２７ 北東エリア

１８２ １８１ 方形 ４．２ ４．０ １６．８ 小�中 ０．３０ 浅い ０４２ ０２７ 北東エリア

１８３ １８３ 方形 ６．４ ５．８ ３７．１ 中 ０．８４ 深い ０４１ ０２７ 北東エリア

１８４ １８４ 円形 ５．６ ５．１ ２２．４ 小�中 ０．３９ 浅い １７４と連接している ０４１ ０２６ 北東エリア

１８５ １８５ 方形 ８．０ ７．６ ６０．８ 中�大 ０．８８ 深い エレベーション実測 ０４１ ０２６ 北東エリア

１８６ １８６ 方形 ６．４ ６．０ ３８．４ 中 ０．５２ やや深い 張出部あり（煙道部か） ０４１ ０２４ 南東エリア

１８７ � 円形 ６．３ ５．７ ２８．２ 小�中 ０．４９ 浅い ０４１ ０２５ 南東エリア

１８８ １８８ 方形 ４．５ ４．１ １８．５ 小�中 ０．３０ 特に浅い ０４０ ０２６ 北東エリア

１８９ １８９ 柄鏡形、主体部不整楕円形 ７．７ ６．６ ３４．３ 中 ０．３０ 浅い
張出部あり（柄鏡形）、凸部長
軸長×短軸長で計測
１８８に切られている可能性

０４０ ０２５ 南東エリア

１９０ １９０ 方形 ６．２ ６．０ ３７．２ 中 ０．４３ 浅い ０３７ ０２０ 南東エリア

１９１ １９１ 方形 ５．４ ５．４ ２９．２ 小�中 ０．５９ やや深い ０３６ ０２０ 南東エリア

１９２ １９２ 方形 ４．０ ３．４ １３．６ 小�中 ０．３７ 浅い ０３４ ０２０ 北西エリア

１９３ １９３ 円形 ４．１ ３．９ １２．６ 小�中 ０．４５ 浅い ０３４ ０１９ 北西エリア

１９４ １９４ 方形 ６．７ ５．３ ３５．５ 中 ０．６８ やや深い ０３３ ０２０ 北西エリア

１９５ １９５ 円形 ８．０ ７．７ ４８．４ 中 ０．６６ やや深い ０３４ ０２０ 北西エリア

１９６ １９６ 不整楕円形 ４．７ ３．５ １２．９ 小�中 ０．２５ 特に浅い ０３４ ０２１ 北西エリア

１９７ １９７ 方形 ４．２ ４．１ １７．２ 小�中 ０．４０ 浅い ０３５ ０２１ 南東エリア

１９８ １９８ 不明瞭な長方形 ３．３ ２．０ ６．６ 小 ０．２９ 特に浅い ０３５ ０２２ 南東エリア

１９９ １９９ 円形 ５．５ ４．７ ２０．３ 小�中 ０．５３ やや深い ０３５ ０２３ 南東エリア

２００ ２００ 方形 ５．０ ４．０ ２０．０ 小�中 ０．４３ 浅い ０３５ ０２３ 南東エリア

２０１ ２０１ 方形 ６．２ ５．６ ３４．７ 中 ０．６１ やや深い ０３５ ０２４ 南東エリア

２０２ ２０２ 不明瞭な方形 ５．１ ４．４ ２２．４ 小�中 ０．４２ 浅い ０３６ ０２５ 南東エリア

２０３ ２０３ 不明瞭な方形 ６．１ ５．９ ３６．０ 中 １．０３ 特に深い ０３６ ０２５ 南東エリア

２０４ ２０４ 方形 ６．０ ５．７ ３４．２ 中 ０．７８ やや深い ０３６ ０２６ 北東エリア

２０５ ２０５ 不整円形 ５．０ ４．５ １７．７ 小�中 ０．５１ やや深い ０３７ ０２５ 南東エリア

２０６ ２０６ 円形 ６．４ ６．０ ３０．１ 中 ０．５３ やや深い ０３８ ０２５ 南東エリア

２０７ ２０７ 方形 ７．２ ６．８ ４９．０ 中 ０．６１ やや深い ０３８ ０２６ 北東エリア

２０８ ２０８ 円形（不明瞭な方形） ５．５ ５．４ ２３．３ 小�中 ０．４７ 浅い ０３８ ０２６ 北東エリア

２０９ ２０９ 円形（不明瞭な方形） ７．５ ７．１ ４１．８ 中 ０．７２ やや深い ０３９ ０２７ 北東エリア

２１０ ２１０ 円形（不明瞭な方形） ６．７ ６．２ ３２．６ 中 ０．４２ 浅い 皿状の窪み ０４０ ０２７ 北東エリア

２１１ ２１１ 楕円形 ６．９ ５．３ ２８．７ 小�中 ０．４４ 浅い ０４２ ０２６ 北東エリア

２１２ ２１２ 楕円形 ３．７ ２．６ ７．６ 小 ０．１７ 特に浅い ０３９ ０２７ 北東エリア

２１３ ２１３ 円形 ４．９ ４．８ １８．５ 小�中 ０．３８ 浅い ０３９ ０２６ 北東エリア

２１４ ２１４ 方形 ５．５ ５．２ ２８．６ 小�中 ０．８３ 深い エレベーション実測 ０３６ ０２７ 北東エリア

２１５ ２１５ 方形 ５．７ ５．８ ３３．１ 中 ０．５６ やや深い ０３５ ０２６ 北東エリア

２１６ ２１６ 円形（多角形） ８．３ ７．７ ５０．２ 中�大 ０．８７ 深い
２１７・４４６に切られている可能
性、中央部に長径２．９ｍの楕円
形の凹みあり

０３５ ０２５ 南東エリア

２１７ ２１７ 方形 ５．７ ４．６ ２６．２ 小�中 ０．６４ やや深い ０３４ ０２５ 北西エリア

２１８ ２１８ 方形 ５．８ ５．０ ２９．０ 小�中 ０．４７ 浅い ０３４ ０２５ 北西エリア

２１９ ２１９ 柄鏡形、主体部方形 ７．２ ５．８ ３５．０ 中 ０．５８ やや深い 張出部あり（柄鏡形）、凸部長
軸長×短軸長で計測 ０３４ ０２６ 南西エリア

Ⅲ 湧別町シブノツナイ竪穴住居群の調査
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竪穴
番号

H２７年
竪穴確
認番号

平面形状
長径・
長辺
（�）

短径・
短辺
（�）

概 算
面 積
（�）

規模 深さ

（�）
深さ類型 特 記 南北

ライン
東西
ライン

所在
エリア

２２０ ２２０ 不明瞭な方形 ７．１ ６．４ ４５．４ 中 ０．８９ 深い ０３５ ０２７ 北東エリア

２２１ ２２１ 方形 ８．０ ７．３ ５８．４ 中�大 １．０１ 特に深い ０３４ ０２７ 南西エリア

２２２ ２２２ 楕円形 ６．８ ４．９ ２６．２ 小�中 ０．５０ やや深い ０３３ ０２７ 南西エリア

２２３ ２２３ 方形 １０．２ ９．７ ９８．９ 特大 ０．９５ 深い エレベーション実測 ０３３ ０２６ 南西エリア

２２４ ２２４ 方形 ４．７ ４．７ ２２．１ 小�中 ０．５７ やや深い ０３２ ０２６ 南西エリア

２２５ ２２５ 方形 ５．５ ５．５ ３０．３ 中 ０．７１ やや深い ０３２ ０２７ 南西エリア

２２６ ２２６ 方形 ５．０ ４．０ ２０．０ 小�中 ０．６８ やや深い ０３２ ０２６ 南西エリア

２２７ ２２７ 不整円形 ５．０ ４．９ １９．２ 小�中 ０．４８ 浅い ０３２ ０２６ 南西エリア

２２８ ２２８ 不整楕円形 ５．４ ３．６ １５．３ 小�中 ０．３５ 浅い ０３２ ０２５ 北西エリア

２２９ ２２９ 方形 ４．１ ３．６ １４．８ 小�中 ０．４８ 浅い ０３２ ０２５ 北西エリア

２３０ ２３０ 方形 ８．０ ６．９ ５５．２ 中�大 ０．６４ やや深い ０３２ ０２４ 北西エリア

２３１ ２３１ 方形 ７．７ ７．０ ５３．９ 中�大 ０．７５ やや深い ０３２ ０２３ 北西エリア

２３２ ２３２ 長方形 ５．３ ４．５ ２３．９ 小�中 ０．２８ 特に浅い ０３３ ０２３ 北西エリア

２３３ ２３３ 方形 ６．９ ６．７ ４６．２ 中 ０．７７ やや深い ０３３ ０２２ 北西エリア

２３４ ２３５ 方形 ５．０ ４．７ ２３．５ 小�中 ０．５０ やや深い ０３３ ０２１ 北西エリア

２３５ ２３７ 円形 ４．６ ４．５ １６．２ 小�中 ０．５４ やや深い ０３２ ０２２ 北西エリア

２３６ ２３６ 多角形（不整円形） ５．０ ４．２ １９．０ 小�中 ０．５１ やや深い 長軸長×短軸で計測
２３５・２３７に切られている可能性 ０３３ ０２２ 北西エリア

２３７ � 多角形（不整形円形） ４．６ ４．０ １４．８ 小�中 ０．３６ 浅い 長軸長×短軸で計測 ０３２ ０２２ 北西エリア

２３８ ２３８ 方形 ６．０ ５．８ ３４．８ 中 ０．４７ 浅い 中心部に立木 ０３２ ０２０ 北西エリア

２３９ ２３９ 円形 ５．７ ５．６ ２５．１ 小�中 ０．６４ やや深い ２３８を切る ０３３ ０２１ 北西エリア

２４０ ２４０ 不整円形 ４．１ ４．０ １２．９ 小�中 ０．５６ やや深い 中心部に立木 ０３２ ０２０ 北西エリア

２４１ ２４１ 不明瞭な方形（不整円形） ５．０ ４．９ ２４．５ 小�中 ０．６６ やや深い ０３２ ０１９ 北西エリア

２４２ ２４２ 方形 ７．３ ５．９ ４３．１ 中 ０．６３ やや深い ０３２ ０１９ 北西エリア

２４３ ２４３ 不明瞭な方形 ５．３ ５．２ ２７．６ 小�中 ０．６２ やや深い ０３１ ０２０ 北西エリア

２４４ ２４４ 方形 ７．８ ６．０ ４６．８ 中 ０．６３ やや深い ０３１ ０２１ 北西エリア

２４５ ２４５ 不整方形（多角形） ７．０ ６．８ ４７．６ 中 ０．８５ 深い ０３１ ０２１ 北西エリア

２４６ ２４６ 多角形（不整円形） ６．４ ６．２ ３０．５ 中 ０．７１ やや深い 長軸長×短軸で計測
２４７・２６２に切られている可能性 ０３１ ０２３ 北西エリア

２４７ ２４７ 方形 ５．６ ５．４ ３０．２ 中 ０．７６ やや深い ０３１ ０２３ 北西エリア

２４８ ２４８ 方形 ５．０ ４．９ ２４．５ 小�中 ０．５５ やや深い ０３１ ０２４ 北西エリア

２４９ ２４９ 方形 ３．９ ３．９ １５．２ 小�中 ０．５１ やや深い ０３１ ０２５ 北西エリア

２５０ ２５０ 方形（多角形） ３．５ ３．０ １０．５ 小�中 ０．３４ 浅い ０３１ ０２５ 北西エリア

２５１ ２５１ 方形 ７．０ ６．７ ４６．９ 中 ０．８２ 深い 中央部付近に方形の凹み ０３１ ０２５ 北西エリア

２５２ ２５２ 方形 ７．５ ７．３ ５４．８ 中�大 ０．７５ やや深い ０３１ ０２６ 南西エリア

２５３ ２５３ 方形 ７．６ ７．０ ５３．２ 中�大 ０．６６ やや深い ０３１ ０２８ 南西エリア

２５４ ２５４ 不明瞭な方形 ５．０ ４．３ ２１．５ 小�中 ０．４２ 浅い ０３０ ０２８ 南西エリア

２５５ ２５５ 方形 ６．０ ５．７ ３４．２ 中 ０．６６ やや深い ０３０ ０２７ 南西エリア

２５６ ２５６ 長方形 ４．７ ４．１ １９．３ 小�中 ０．４６ 浅い ０３０ ０２６ 南西エリア

２５７ ２５７ 方形 ９．３ ９．０ ８３．７ 大 ０．８７ 深い 中央部付近に方形の凹み ０３０ ０２５ 北西エリア

２５８ ２５８ 方形 ５．４ ７．８ ４２．１ 中 ０．６６ やや深い エレベーション実測 ０３０ ０２４ 北西エリア

２５９ ２５９ 不整円形 ５．４ ４．８ ２０．３ 小�中 ０．４２ 浅い ０３０ ０２４ 北西エリア

２６０ ２６０ 長方形 ４．７ ３．６ １６．９ 小�中 ０．４５ 浅い ０３１ ０２４ 北西エリア

２６１ ２６１ 円形（不明瞭な方形） ５．３ ４．９ ２０．４ 小�中 ０．４７ 浅い ０３０ ０２３ 北西エリア

２６２ ２６２ 方形 ６．２ ５．７ ３５．３ 中 ０．９０ 深い 中心部に立木 ０３０ ０２２ 北西エリア

２６３ ２６３ 多角形（不整円形） ５．７ ５．０ ２１．６ 小�中 ０．６０ やや深い 長軸長×短軸で計測
２６２に切られている可能性 ０３０ ０２２ 北西エリア

２６４ ２６４ 方形 ５．２ ４．９ ２５．５ 小�中 ０．６１ やや深い 中心部に立木 ０３０ ０２１ 北西エリア

２６５ ２６５ 方形（多角形） ６．２ ６．０ ３７．２ 中 ０．６５ やや深い ０２９ ０２０ 北西エリア

２６６ ２６６ 方形 ５．４ ５．０ ２７．０ 小�中 ０．６８ やや深い ０２９ ０２２ 北西エリア

２６７ ２６７ 不整円形 ７．７ ７．０ ４２．３ 中 ０．５９ やや深い ０２９ ０２３ 北西エリア

２６８ ２６８ 方形 ４．５ ３．７ １６．７ 小�中 ０．５９ やや深い ０２９ ０２３ 北西エリア

２６９ ２６９ 方形 ５．５ ５．４ ２９．７ 小�中 ０．６３ やや深い ０２８ ０２３ 北西エリア

２７０ ２７０ 方形 ６．１ ５．４ ３２．９ 中 ０．７１ やや深い ０２８ ０２４ 北西エリア

２７１ ２７１ 不明瞭な方形 ５．５ ５．２ ２８．６ 小�中 ０．７４ やや深い ０２９ ０２４ 北西エリア

２７２ ２７２ 方形 ７．２ ７．１ ５１．１ 中�大 ０．７９ やや深い エレベーション実測 ０２９ ０２５ 北西エリア

２７３ ２７４ 方形 ４．７ ３．７ １７．４ 小�中 ０．５１ やや深い ０２９ ０２６ 南西エリア

２７４ ２７５ 方形 ３．６ ３．３ １１．９ 小�中 ０．４６ 浅い ０２９ ０２７ 南西エリア

２７５ ２７６ 方形 ５．４ ４．９ ２６．５ 小�中 ０．５７ やや深い ０２９ ０２８ 南西エリア

２７６ � 方形 ２．８ ２．４ ６．７ 小 ０．１２ 特に浅い ０２９ ０２８ 南西エリア

２７７ ２７７ 方形 ４．３ ３．４ １４．６ 小�中 ０．３５ 浅い 細い踏み分け道が通る ０２９ ０２９ 南西エリア
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概 算
面 積
（�）

規模 深さ

（�）
深さ類型 特 記 南北

ライン
東西
ライン

所在
エリア

２７８ ２７８ 方形 ２．８ ２．５ ７．０ 小 ０．２５ 特に浅い ０３０ ０２９ 南西エリア

２７９ ２７９ 不明瞭な方形 ４．０ ３．６ １４．４ 小�中 ０．２４ 特に浅い ０２８ ０３０ 南西エリア

２８０ ２８０ 不明瞭な方形 ４．４ ４．０ １７．６ 小�中 ０．５１ やや深い ０２８ ０２９ 南西エリア

２８１ ２８１ 不明瞭な方形 ３．５ ３．３ １１．６ 小�中 ０．３４ 浅い ０２７ ０３０ 南西エリア

２８２ ２８２ 方形 ５．２ ４．８ ２５．０ 小�中 ０．４９ 浅い ０２７ ０２９ 南西エリア

２８３ ２８３ 楕円形 ３．６ ２．６ ７．３ 小 ０．１２ 特に浅い ０２７ ０３０ 南西エリア

２８４ ２８４ 方形（多角形） ５．２ ４．０ ２０．８ 小�中 ０．２６ 特に浅い ０２６ ０３０ 南西エリア

２８５ ２８５ 多角形 ５．７ ５．０ ２４．５ 小�中 ０．５７ やや深い 長軸長×短軸で計測 ０２６ ０３０ 南西エリア

２８６ ２８６ 方形 ４．８ ４．８ ２３．０ 小�中 ０．６２ やや深い ０２５ ０３０ 南西エリア

２８７ ２８７ 方形 ５．６ ５．６ ３１．４ 中 ０．８１ 深い 昭和４１年調査時の３１８号 ０２５ ０３０ 南西エリア

２８８ ２８８ 方形 ４．１ ４．０ １６．４ 小�中 ０．５７ やや深い ０２４ ０３０ 南西エリア

２８９ ２８９ 方形 ６．４ ５．４ ３４．６ 中 ０．７９ やや深い ０２３ ０３０ 南西エリア

２９０ ２９０ 方形 ５．５ ４．５ ２４．８ 小�中 ０．５４ やや深い ０２２ ０２９ 南西エリア

２９１ ２９１ 方形 １１．４ １０．２ １１６．３ 超特大 １．０３ 特に深い エレベーション実測 ０２１ ０２８ 南西エリア

２９２ ２９２ 方形 ４．３ ３．６ １５．５ 小�中 ０．５０ 浅い ０１９ ０２８ 南西エリア

２９３ ２９３ 不明瞭な方形 ３．０ ２．６ ７．８ 小 ０．５８ やや深い ０１８ ０２９ 南西エリア

２９４ ２９４ 方形 ５．４ ４．６ ２４．８ 小�中 ０．４９ 浅い ０１７ ０２９ 南西エリア

２９５ ２９５ 方形（多角形） ３．８ ３．２ １２．２ 小�中 ０．５５ やや深い ０１６ ０３０ 南西エリア

２９６ ２９６ 方形 ４．０ ３．７ １４．８ 小�中 ０．５４ やや深い ０１６ ０２９ 南西エリア

２９７ ２９７ 方形（多角形） ８．２ ７．６ ６２．３ 中�大 ０．６７ やや深い エレベーション実測 ０１６ ０２８ 南西エリア

２９８ ２９８ 方形 ５．９ ５．６ ３３．０ 中 ０．６３ やや深い ０１８ ０２８ 南西エリア

２９９ ２９９ 方形（多角形） ５．１ ４．３ ２１．９ 小�中 ０．５５ やや深い 埋められている ０１８ ０２７ 南西エリア

３００ ３００ 方形 ６．０ ５．６ ３３．６ 中 ０．６５ やや深い ０１９ ０２８ 南西エリア

３０１ ３０１ 多角形（方形） ６．１ ５．５ ３１．６ 中 ０．６７ やや深い 長軸長×短軸で計測 ０２０ ０２７ 南西エリア

３０２ ３０２ 方形 １０．１ ９．７ ９８．０ 特大 ０．７０ やや深い エレベーション実測 ０２０ ０２６ 南西エリア

３０３ ３０３ 方形（多角形） ６．７ ５．８ ３８．９ 中 ０．６１ やや深い エレベーション実測 ０１８ ０２６ 南西エリア

３０４ ３０４ 方形 ４．１ ３．８ １５．６ 小�中 ０．４９ 浅い ０１９ ０２５ 北西エリア

３０５ ３０５ 多角形 ７．３ ７．０ ３８．６ 中 ０．８０ 深い 長軸長×短軸で計測 ０１７ ０２４ 北西エリア

３０６ ３０６ 方形 ７．５ ６．５ ４８．８ 中 ０．７０ やや深い ０１８ ０２４ 北西エリア

３０７ ３０７ 方形（多角形） ５．８ ５．５ ３１．９ 中 ０．７１ やや深い ０１９ ０２３ 北西エリア

３０８ ３０８ 方形 ５．０ ４．８ ２４．０ 小�中 ０．６９ やや深い ０１９ ０２４ 北西エリア

３０９ ３０９ 多角形（方形） ８．１ ７．０ ５３．４ 中�大 ０．７８ やや深い 長軸長×短軸で計測 ０２０ ０２３ 北西エリア

３１０ ３１０ 方形 ５．８ ５．６ ３２．５ 中 ０．７３ やや深い ０２１ ０２４ 北西エリア

３１１ ３１１ 多角形（方形） ６．５ ６．０ ３２．８ 中 ０．７８ やや深い 長軸長×短軸で計測 ０２０ ０２５ 北西エリア

３１２ ３１２ 多角形（方形） ５．４ ５．１ ２４．２ 小�中 ０．５０ 浅い 長軸長×短軸で計測 ０２１ ０２５ 北西エリア

３１３ ３１３ 多角形（方形） ６．８ ６．０ ３５．５ 中 ０．７６ やや深い 長軸長×短軸で計測 ０２２ ０２４ 北西エリア

３１４ ３１４ 方形 １１．２ １０．６ １１８．７ 超特大 ０．８９ 深い 下端に帯状（５．５×２ｍ）の盛土
エレベーション実測 ０２３ ０２３ 北西エリア

３１５ ３１５ 不整楕円形 ５．９ ４．６ ２１．３ 小�中 ０．５０ やや深い ０２３ ０２４ 北西エリア

３１６ ３１６ 多角形（方形） ７．７ ６．３ ４１．６ 中 ０．７２ やや深い 長軸長×短軸で計測 ０２３ ０２５ 北西エリア

３１７ ３１７ 不明瞭な方形 ５．９ ５．２ ３０．７ 中 ０．７５ やや深い ０２４ ０２５ 北西エリア

３１８ ３１８ 方形 ４．６ ４．６ ２１．２ 小�中 ０．４７ 浅い ０２４ ０２６ 南西エリア

３１９ ３１９ 方形 ７．７ ７．４ ５７．０ 中�大 ０．６０ やや深い ０２３ ０２７ 南西エリア

３２０ ３２０ 方形 ３．１ ２．９ ９．０ 小 ０．３１ 浅い ０２２ ０２７ 南西エリア

３２１ ３２１ 円形 ２．０ １．９ ３．０ 極小 ０．１８ 特に浅い ０２２ ０２６ 南西エリア

３２２ ３２２ 不整円形 ２．７ ２．６ ５．５ 小 ０．３１ 浅い ０２１ ０２７ 南西エリア

３２３ ３２３ 柄鏡形、主体部方形 ６．３ ５．０ １９．９ 小�中 ０．２９ 特に浅い 張出部あり（柄鏡形）、凸部長
軸長×短軸長で計測 ０２４ ０２７ 南西エリア

３２４ ３２４ 方形 ５．６ ５．４ ３０．２ 中 ０．７０ やや深い ０２５ ０２７ 南西エリア

３２５ ３２５ 方形 ５．７ ５．６ ３１．９ 中 ０．６５ やや深い ０２４ ０２８ 南西エリア

３２６ ３２６ 多角形 ４．３ ４．０ １４．６ 小�中 ０．３３ 浅い 長軸長×短軸（突部）で計測 ０２４ ０２８ 南西エリア

３２７ ３２７ 不明瞭な方形 ４．６ ４．５ ２０．７ 小�中 ０．５０ やや深い ０２４ ０２９ 南西エリア

３２８ ３２８ 不整長方形 ５．２ ２．６ １３．５ 小�中 ０．４２ 浅い ０２３ ０２９ 南西エリア

３２９ ３２９ 長方形 １０．２ ７．７ ７８．５ 大 ０．７９ やや深い エレベーション実測 ０２３ ０２８ 南西エリア

３３０ ３３０ 長方形 ２．８ ２．２ ６．２ 小 ０．１９ 特に浅い ０２０ ０２９ 南西エリア

３３１ ３３１ 多角形（不明瞭な方形） ５．１ ５．０ １９．７ 小�中 ０．４７ 浅い 長軸長×短軸で計測 ０２５ ０２９ 南西エリア

３３２ ３３２ 長方形 ４．８ ３．２ １５．４ 小�中 ０．４７ 浅い 細長い形状に特徴がある ０２６ ０２９ 南西エリア

３３３ ３３３ 不明瞭な長方形 ４．７ ３．０ １４．１ 小�中 ０．２８ 特に浅い 底面中央がマウンド状 ０２５ ０２８ 南西エリア

３３４ ３３４ 方形（多角形） ５．２ ４．２ ２１．８ 小�中 ０．５９ やや深い ０２６ ０２８ 南西エリア

３３５ ３３５ 方形 ５．６ ５．０ ２８．０ 小�中 ０．６５ やや深い ０２６ ０２８ 南西エリア

３３６ ３４９ 方形（多角形） ５．０ ４．９ ２４．５ 小�中 ０．５８ やや深い ０２６ ０２７ 南西エリア

Ⅲ 湧別町シブノツナイ竪穴住居群の調査
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竪穴
番号

H２７年
竪穴確
認番号

平面形状
長径・
長辺
（�）

短径・
短辺
（�）

概 算
面 積
（�）

規模 深さ

（�）
深さ類型 特 記 南北

ライン
東西
ライン

所在
エリア

３３７ ３３７ 方形 ４．８ ３．６ １７．３ 小�中 ０．５７ やや深い 張出部あり（煙道部か） ０２５ ０２７ 南西エリア

３３８ ３３８ 多角形 ４．８ ４．０ １７．７ 小�中 ０．５１ やや深い 長軸長×短軸で計測 ０２５ ０２６ 南西エリア

３３９ ３３９ 方形 ６．１ ５．７ ３４．８ 中 ０．８５ 深い ０２５ ０２５ 北西エリア

３４０ ３４０ 方形 ６．０ ５．７ ３４．２ 中 ０．７０ やや深い 中心部に立木 ０２６ ０２６ 南西エリア

３４１ ３４１ 方形 ５．７ ５．１ ２９．１ 小�中 ０．７５ やや深い ０２６ ０２５ 北西エリア

３４２ ３４２ 多角形 ５．０ ４．５ １９．７ 小�中 ０．６７ やや深い 長軸長×短軸で計測 ０２５ ０２５ 北西エリア

３４３ ３４３ 不整楕円形 ５．０ ４．１ １６．１ 小�中 ０．３２ 浅い ０２５ ０２５ 北西エリア

３４４ ３４４ 方形 ５．７ ５．６ ３１．９ 中 ０．７６ やや深い ０２５ ０２４ 北西エリア

３４５ ３４５ 不明瞭な方形 ６．９ ６．３ ４３．５ 中 ０．８１ 深い ０２６ ０２４ 北西エリア

３４６ ３４６ 不整方形（多角形） ６．７ ６．４ ４２．９ 中 ０．８３ 深い 長軸長×短軸で計測
３４７に切られている可能性 ０２７ ０２５ 北西エリア

３４７ ３４７ 方形 ５．７ ４．８ ２７．４ 小�中 ０．６４ やや深い ０２８ ０２５ 北西エリア

３４８ � 多角形 ５．１ ４．９ ２２．１ 小�中 ０．５５ やや深い 長軸長×短軸（突部）で計測 ０２８ ０２６ 南西エリア

３４９ ３４８ 不明瞭な方形 ５．６ ５．５ ３０．８ 中 ０．７７ やや深い ０２７ ０２６ 南西エリア

３５０ ３５０ 多角形 ９．６ ７．３ ６０．９ 中�大 ０．６６ やや深い 長軸長×短軸で計測
エレベーション実測 ０２７ ０２８ 南西エリア

３５１ ３５１ 不明瞭な方形（多角形） ７．５ ６．６ ４９．５ 中 ０．９６ 深い ０２７ ０２９ 南西エリア

３５２ ３５２ 方形 ４．５ ４．４ １９．８ 小�中 ０．５７ やや深い ０２８ ０２８ 南西エリア

３５３ ３５３ 方形 ５．９ ４．２ ２４．８ 小�中 ０．６１ やや深い ０２８ ０２８ 南西エリア

３５４ ３５４ 方形 ４．６ ４．０ １８．４ 小�中 ０．４５ 浅い ０２８ ０２７ 南西エリア

３５５ ３５５ 方形 ４．７ ４．７ ２２．１ 小�中 ０．６６ やや深い ０２７ ０２７ 南西エリア

３５６ ３５６ 方形 ６．２ ６．０ ３７．２ 中 ０．８４ 深い ０２８ ０２６ 南西エリア

３５７ ３５７ 方形 ５．４ ５．１ ２７．５ 小�中 ０．６１ やや深い ０２８ ０２７ 南西エリア

３５８ ３５８ 不明瞭な方形 ３．９ ３．６ １４．０ 小�中 ０．５９ やや深い ０２８ ０２７ 南西エリア

３５９ ３５９ 方形 ５．６ ４．８ ２６．９ 小�中 ０．５９ やや深い ０２９ ０２９ 南西エリア

３６０ ２７３ 方形 ４．２ ４．０ １６．８ 小�中 ０．５９ やや深い ０２９ ０２６ 南西エリア

３６１ ３６１ 円形 ５．１ ４．７ １８．８ 小�中 ０．５２ やや深い ０２９ ０２３ 北西エリア

３６２ ３６２ 方形 ６．８ ６．７ ４５．６ 中 ０．６３ やや深い ０２７ ０２４ 北西エリア

３６３ ３６３ 柄鏡形、主体部円形 ４．１ ３．９ １１．５ 小�中 ０．２７ 特に浅い 張出部あり（柄鏡形）
凸部長軸長×短軸長で計測 ０２８ ０２３ 北西エリア

３６４ ３６４ 多角形（不明瞭な方形） ５．３ ４．８ １９．６ 小�中 ０．６７ やや深い 長軸長×短軸で計測 ０２７ ０２３ 北西エリア

３６５ ３６５ 多角形 ７．７ ６．４ ４０．０ 中 ０．９７ 深い
昭和４１年調査時の２３８号竪穴
長軸長×短軸で計測
エレベーション実測

０２８ ０２２ 北西エリア

３６６ ３６６ 方形 ４．６ ４．２ １９．３ 小�中 ０．３３ 浅い ０２９ ０２３ 北西エリア

３６７ ３６７ 不明瞭な方形 ６．１ ５．６ ３４．２ 中 ０．７７ やや深い ０３３ ０２４ 北西エリア

３６８ ３６８ 方形 ７．９ ７．３ ５７．７ 中�大 ０．６９ やや深い ０３４ ０２４ 北西エリア

３６９ ３６９ 柄鏡形、主体部円形 ７．１ ６．５ ３２．７ 中 ０．５８ やや深い 張出部あり（柄鏡形）
凸部長軸長×短軸長で計測 ０３４ ０２３ 北西エリア

３７０ ２３４ 方形 ５．８ ５．０ ２９．０ 小�中 ０．５５ やや深い ０３３ ０２１ 北西エリア

３７１ ３７１ 不明瞭な長方形 ７．１ ５．４ ３８．３ 中 ０．７５ やや深い ０３４ ０２２ 北西エリア

３７２ ３７２ 方形 ５．７ ５．５ ３１．４ 中 ０．５３ やや深い ０３７ ０２０ 南東エリア

３７３ ３７３ 不明瞭な長方形（円形） ６．８ ６．６ ４４．９ 中 ０．６７ やや深い ０３７ ０１９ 南東エリア

３７４ ３７４ 方形 ６．２ ５．８ ３６．０ 中 ０．５７ やや深い ０３６ ０１９ 南東エリア

３７５ ３７５ 楕円形（不明瞭な長方形） ６．２ ４．９ ２３．８ 小�中 ０．５７ やや深い ０３６ ０１８ 南東エリア

３７６ ３７６ 方形 ５．１ ４．９ ２５．０ 小�中 ０．６３ やや深い ０３６ ０１８ 南東エリア

３７７ ３７７ 不整楕円形 ５．１ ４．３ １７．２ 小�中 ０．５７ やや深い ０３５ ０１７ 南東エリア

３７８ ３７８ 方形 ３．５ ３．３ １１．６ 小�中 ０．５５ やや深い ０３６ ０１８ 南東エリア

３７９ ３７９ 楕円形（不明瞭な長方形） ７．０ ６．０ ３３．０ 中 ０．５７ やや深い ０３７ ０１８ 南東エリア

３８０ ３８０ 方形 ５．８ ４．６ ２６．７ 小�中 ０．３９ 浅い ０３７ ０１９ 南東エリア

３８１ ３８１ 不整円形 ６．６ ５．９ ３０．６ 中 ０．５２ やや深い ０３８ ０２０ 南東エリア

３８２ ３８２ 楕円形 ４．８ （３．７）（１３．９） 小�中 ０．２８ 特に浅い 砂利道際の排水路に加工 ０３５ ０１６ 南東エリア

３８３ ３８３ 方形？ （５．７） ５．０ （２８．５） 中 ０．６６ やや深い 砂利道で一部埋められる ０３４ ０１６ 北西エリア

３８４ ３８４ 円形 ５．４ ５．０ ２１．２ 小�中 ０．５７ やや深い ０３３ ０１６ 北西エリア

３８５ ３８５ 楕円形 ６．１ ５．１ ２４．４ 小�中 ０．５４ やや深い ０３３ ０１６ 北西エリア

３８６ ３８６ 不明瞭な方形 ５．５ ４．７ ２５．９ 小�中 ０．６６ やや深い ０３３ ０１７ 北西エリア

３８７ ３８７ 円形（不明瞭な方形） ８．４ ８．３ ５４．７ 中�大 ０．７５ やや深い エレベーション実測 ０３２ ０１６ 北西エリア

３８８ ３８８ 不整円形 ４．８ ４．３ １６．２ 小�中 ０．５１ やや深い 中心部に立木 ０３３ ０１６ 北西エリア

３８９ ３８９ 不明瞭な方形（多角形） ７．２ ６．３ ４５．４ 中 ０．６９ やや深い エレベーション実測 ０３２ ０１５ 北西エリア

３９０ ３９０ 楕円形（不明瞭な長方形） ４．１ ３．３ １０．６ 小�中 ０．３８ 浅い 中心部に立木 ０３２ ０１４ 北西エリア

３９１ ３９１ 楕円形（不明瞭な長方形） ７．１ ５．８ ３２．３ 中 ０．３９ 浅い 中心部に立木 ０３０ ０１４ 北西エリア

３９２ ３９２ 不明瞭な方形 ６．０ ６．０ ３６．０ 中 ０．６３ やや深い 中心部に立木
中央部に楕円形の凹み ０２９ ０１５ 北西エリア

重要遺跡確認調査報告書
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竪穴
番号

H２７年
竪穴確
認番号

平面形状
長径・
長辺
（�）

短径・
短辺
（�）

概 算
面 積
（�）

規模 深さ

（�）
深さ類型 特 記 南北

ライン
東西
ライン

所在
エリア

３９３ ３９３ 方形（多角形） ５．８ ５．０ ２９．０ 小�中 ０．８０ 深い 中心部に立木 ０２９ ０１６ 北西エリア

３９４ ３９４ 不整円形 ７．６ ７．０ ４１．８ 中 ０．６０ やや深い 中心部に立木 ０２８ ０１６ 北西エリア

３９５ ３９５ 方形 ５．５ ４．８ ２６．４ 小�中 ０．７２ やや深い ０２８ ０１４ 北西エリア

３９６ ３９６ 不整楕円形（不明瞭な長方形） ７．３ ６．４ ３６．７ 中 ０．６３ やや深い 中心部に立木 ０２６ ０１７ 北西エリア

３９７ ３９７ 方形 １０．５ ９．１ ９５．６ 特大 ０．９１ 深い 中心部に立木 ０２７ ０１８ 北西エリア

３９８ ３９８ 方形 ５．７ ５．５ ３１．４ 中 ０．６５ やや深い 中心部に立木 ０２９ ０１７ 北西エリア

３９９ ３９９ 方形 ７．４ ６．９ ５１．１ 中�大 ０．６９ やや深い 中心部に立木 ０３０ ０１８ 北西エリア

４００ ４００ 方形 ９．６ ９．４ ９０．２ 特大 ０．９２ 深い 中心部に立木、エレベーショ
ン実測 ０２９ ０１９ 北西エリア

４０１ ４０１ 方形 ６．６ ６．４ ４２．２ 中 ０．９２ 深い 中心部に立木 ０２８ ０１９ 北西エリア

４０２ � 不明瞭な方形 ５．７ ５．０ ２８．５ 小�中 ０．７４ やや深い ４０１に切られている可能性 ０２９ ０１８ 北西エリア

４０３ ４０３ 方形 ４．８ ４．４ ２１．１ 小�中 ０．５０ やや深い ０２６ ０１９ 北西エリア

４０４ ４０４ 方形 ４．１ ４．０ １６．４ 小�中 ０．６３ やや深い ０２７ ０１９ 北西エリア

４０５ ４０５ 方形 ６．９ ５．３ ３６．６ 中 ０．７０ やや深い 中心部に立木 ０２５ ０１９ 北西エリア

４０６ ４０６ 楕円形（不明瞭な方形） ５．５ ４．４ １９．０ 小�中 ０．４４ 浅い 中心部に立木 ０２４ ０１９ 北西エリア

４０７ ４０７ 方形 ４．１ ４．０ １６．４ 小�中 ０．４８ 浅い ０２３ ０１８ 北西エリア

４０８ ４０８ 方形 ５．０ ４．９ ２４．５ 小�中 ０．６４ やや深い ０２２ ０１９ 北西エリア

４０９ ４０９ 不整円形 ５．９ ５．９ ２７．３ 小�中 ０．４０ 浅い 中心部に立木、張出部２か所
あり（煙道部か） ０２３ ０２０ 北西エリア

４１０ ４１０ 方形 ５．８ ５．７ ３３．１ 中 ０．６２ やや深い ０２３ ０２１ 北西エリア

４１１ ４１１ 方形（多角形） ５．３ ５．０ ２６．５ 小�中 ０．６７ やや深い ０２４ ０２３ 北西エリア

４１２ ４１２ 方形 ９．７ ９．６ ９３．１ 特大 ０．９３ 深い 下端に盛土（３×２ｍ）あり ０２６ ０２３ 北西エリア

４１３ ４１３ 不整円形（不明瞭な方形） ４．９ ４．５ １７．３ 小�中 ０．６５ やや深い ０２５ ０２３ 北西エリア

４１４ ４１４ 不明瞭な方形 ４．９ ３．７ １８．１ 小�中 ０．６１ やや深い ０２１ ０２２ 北西エリア

４１５ ４１５ 方形 ６．２ ６．２ ３８．４ 中 ０．６４ やや深い ０２１ ０２２ 北西エリア

４１６ ４１６ 多角形（不明瞭な方形） １２．２ １０．７ １１０．１ 超特大 ０．５９ やや深い

皿状の掘り込み、オホーツク
文化期のものか。
長軸×短軸で計測
エレベーション実測

０２０ ０２１ 北西エリア

４１７ ４１７ 多角形（方形） ５．１ ４．５ ２０．３ 小�中 ０．５７ やや深い 長軸×短軸で計測 ０１９ ０２０ 北西エリア

４１８ ４１８ 多角形？ ６．４ （４．７）（２６．６） 中 ０．４４ 浅い 砂利道で一部埋められる ０３８ ０１６ 南東エリア

４１９ ４１９ 多角形（不明瞭な方形） ６．４ ６．１ ３１．０ 中 ０．６３ やや深い 長軸×短軸で計測 ０３９ ０１５ 南東エリア

４２０ ４２０ 多角形 ８．３ ７．３ ４９．０ 中 ０．７９ やや深い 長軸×短軸で計測 ０３７ ０１５ 南東エリア

４２１ ４２１ 楕円形？ ９．５ （６．８）（５０．７） 中 ０．６５ やや深い 砂利道で一部埋められる ０３５ ０１５ 南東エリア

４２２ ４２２ 方形 １１．７ １１．５ １３４．６ 超特大 ０．９９ 深い ０３４ ０１４ 北西エリア

４２３ ４２３ 多角形（方形） ７．４ ６．５ ４０．２ 中 ０．４７ 浅い 長軸×短軸で計測 ０３４ ０１３ 北西エリア

４２４ ４２４ 不整円形 ４．５ ４．３ １５．２ 小�中 ０．３２ 浅い ０３６ ０１２ 南東エリア

４２５ ４２５ 方形（多角形） ９．５ ８．２ ７７．９ 大 ０．８４ 深い ０３７ ０１４ 南東エリア

４２６ ４２６ 方形 ９．９ ９．５ ９４．１ 特大 ０．６８ やや深い ０３６ ０１４ 南東エリア

４２７ ４２７ 不明瞭な長方形（多角形） ５．７ ３．９ ２２．２ 小�中 ０．４６ 浅い ０３８ ０１４ 南東エリア

４２８ ４２８ 多角形 ６．４ ５．７ ２９．３ 小�中 ０．７６ やや深い 長軸×短軸で計測 ０３９ ０１４ 南東エリア

４２９ ４２９ 多角形（不明瞭な方形） ７．３ ７．０ ４１．８ 中 ０．５９ やや深い 中央に木、長軸×短軸で計測 ０４０ ０１５ 南東エリア

４３０ ４３０ 方形？ （５．８） （３．４） １９．７ 小�中 ０．４９ 浅い 砂利道で一部埋められる ０４１ ０１６ 南東エリア

４３１ ４３１ 多角形（不整円形） ５．４ ４．８ １８．３ 小�中 ０．４４ 浅い 長軸×短軸で計測 ０４２ ０１４ 南東エリア

４３２ ４３２ 多角形 ４．４ ４．４ １５．０ 小�中 ０．２３ 特に浅い 中央部に方形の凹み
長軸×短軸で計測 ０４２ ０２４ 南東エリア

４３３ ４３３ 円形（不明瞭な方形） ６．４ ６．１ ３０．６ 中 ０．４５ 浅い ０４２ ０２４ 南東エリア

４３４ ４３４ 多角形（不整円形） ６．６ ５．３ ２８．４ 小�中 ０．３２ 浅い 長軸×短軸で計測 ０４２ ０２５ 南東エリア

４３５ ４３５ 楕円形 ７．７ ５．９ ３５．７ 中 ０．３８ 浅い ０４２ ０２５ 南東エリア

４３６ ４９ 不明瞭な方形 ４．１ ３．８ １５．６ 小�中 ０．２６ 特に浅い 東端段丘�に位置 ０４５ ０２５ 南東エリア

４３７ � 方形 ３．１ ２．４ ７．４ 小 ０．１４ 特に浅い ０４２ ０２１ 南東エリア

４３８ � 多角形 ６．１ ５．３ ２６．０ 小�中 ０．２６ 特に浅い 長軸×短軸で計測
８０・１１０と切り合う可能性 ０４１ ０２１ 南東エリア

４３９ � 円形 ４．０ ３．６ １１．３ 小�中 ０．１４ 特に浅い ０４２ ０２０ 南東エリア

４４０ � 長方形 ５．６ ４．２ ２３．５ 小�中 ０．１３ 特に浅い ０４２ ０２０ 南東エリア

４４１ � 不明瞭な方形 ４．３ ３．３ １４．２ 小�中 ０．２２ 特に浅い ０４２ ０１６ 南東エリア

４４２ １８２ 長方形 ５．１ ３．４ １７．３ 小�中 ０．３７ 浅い ０４２ ０２６ 北東エリア

４４３ １８７ 方形 ６．１ ５．７ ３４．８ 中 ０．４５ 浅い ０４０ ０２５ 南東エリア

４４４ � 円形 ３．２ ２．８ ７．０ 小 ０．２０ 特に浅い ０３８ ０２７ 北東エリア

４４５ � 円形 ２．９ ２．７ ６．１ 小 ０．１５ 特に浅い ０３８ ０２７ 北東エリア

４４６ � 方形 ４．５ ４．０ １８．０ 小�中 ０．２７ 特に浅い ０３４ ０２６ 南西エリア

４４７ � 円形 ５．９ ５．６ ２５．９ 小�中 ０．５３ やや深い ０３６ ０２４ 南東エリア

４４８ � 方形 ３．８ ３．３ １２．５ 小�中 ０．２７ 特に浅い ０３７ ０２４ 南東エリア

Ⅲ 湧別町シブノツナイ竪穴住居群の調査
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竪穴
番号

H２７年
竪穴確
認番号

平面形状
長径・
長辺
（�）

短径・
短辺
（�）

概 算
面 積
（�）

規模 深さ

（�）
深さ類型 特 記 南北

ライン
東西
ライン

所在
エリア

４４９ � 柄鏡形 ５．５ ３．４ １３．５ 小�中 ０．１７ 特に浅い 円形と方形の連接 ０３８ ０２４ 南東エリア

４５０ � 円形 ５．９ ５．８ ２６．９ 小�中 ０．５９ やや深い ０３８ ０２３ 南東エリア

４５１ １６３ 不明瞭な方形（楕円形） ５．８ ５．１ ２９．６ 小�中 ０．４９ 浅い １６４に切られている可能性 ０３６ ０２３ 南東エリア

４５２ � 方形 ６．０ ６．０ ３６．０ 中 ０．７５ やや深い ０３３ ０２３ 北西エリア

４５３ � 柄鏡形、主体部楕円形 ４．６ ４．４ １４．５ 小�中 ０．２４ 特に浅い
張出部あり（柄鏡形）、凸部長
軸長×短軸長で計測
１５４と切り合う可能性

０３６ ０２０ 南東エリア

４５４ � 円形 ３．５ ３．３ ９．１ 小 ０．２９ 特に浅い ０３５ ０１８ 南東エリア

４５５ � 方形（多角形） ５．８ ５．２ ３０．２ 中 ０．７０ やや深い ０３３ ０１７ 北西エリア

４５６ � 多角形 ５．４ ４．６ １９．９ 小�中 ０．５４ やや深い 長軸×短軸で計測 ０３３ ０１８ 北西エリア

４５７ � 方形（多角形） ３．７ ２．９ １０．７ 小�中 ０．３１ 浅い ０３３ ０１８ 北西エリア

４５８ � 方形 ４．６ ４．４ ２０．２ 小�中 ０．６２ やや深い ０３３ ０１９ 北西エリア

４５９ � 不整方形（多角形） ６．６ ５．９ ３８．９ 中 ０．７２ やや深い ０３２ ０１８ 北西エリア

４６０ � 不明瞭な方形（楕円形） ６．０ ５．６ ３３．６ 中 ０．５３ やや深い 張出部あり（煙道か） ０３１ ０１８ 北西エリア

４６１ � 方形 ７．１ ６．８ ４８．３ 中 ０．８５ 深い ０２８ ０２１ 北西エリア

４６２ � 方形 ５．０ ４．８ ２４．０ 小�中 ０．７７ やや深い ０２７ ０２１ 北西エリア

４６３ � 方形 ５．７ ５．４ ３０．８ 中 ０．７９ やや深い ０２６ ０２１ 北西エリア

４６４ � 方形 ７．０ ６．１ ４２．７ 中 ０．７２ やや深い ０２４ ０２１ 北西エリア

４６５ � 多角形（方形） ７．２ ６．８ ４０．６ 中 ０．７７ やや深い 長軸×短軸で計測 ０２５ ０２１ 北西エリア

４６６ � 方形 ７．５ ６．９ ５１．８ 中�大 ０．８１ 深い ０２７ ０２０ 北西エリア

４６７ � 不明瞭な方形（多角形） ５．８ ５．７ ３３．１ 中 ０．８４ 深い ０２８ ０２０ 北西エリア

４６８ ４０２ 柄鏡形（不整円形） ４．０ ３．７ １１．０ 小�中 ０．２７ 特に浅い 長軸×短軸（突部）で計測 ０２８ ０１７ 北西エリア

４６９ � 不整方形（多角形） ４．１ ３．９ １６．０ 小�中 ０．６７ やや深い ０２３ ０２６ 南西エリア

４７０ � 柄鏡形、主体部楕円形 ６．４ ６．２ ２６．８ 小�中 ０．５２ やや深い 長軸×短軸（突部）で計測 ０２３ ０２５ 北西エリア

４７１ � 円形 １．５ １．４ １．６ 極小 ０．１４ 特に浅い ０２２ ０２６ 南西エリア

４７２ � 長方形 ２．１ １．６ ３．４ 極小 ０．２０ 特に浅い ０２１ ０２７ 南西エリア

４７３ � 長方形 ２．４ １．５ ３．６ 極小 ０．１２ 特に浅い ０２１ ０２７ 南西エリア

４７４ � 円形 １．７ １．５ ２．０ 極小 ０．１３ 特に浅い ０２１ ０２６ 南西エリア

４７５ � 方形 ２．３ ２．２ ５．１ 小 ０．１６ 特に浅い ０２０ ０２７ 南西エリア

４７６ � 方形 ３．０ ２．８ ８．４ 小 ０．１４ 特に浅い ０２０ ０２８ 南西エリア

４７７ � 円形 ２．５ ２．５ ４．９ 極小 ０．３３ 浅い ０１６ ０２８ 南西エリア

４７８ � 長方形 ２．３ １．８ ４．１ 極小 ０．２１ 特に浅い ０１７ ０２８ 南西エリア

４７９ � 不明瞭な方形（多角形） ４．５ ４．１ １８．５ 小�中 ０．３８ 浅い ０３７ ０１３ 南東エリア

４８０ � 不整楕円形 ４．５ ３．０ １０．６ 小�中 ０．２３ 特に浅い ０４０ ０１５ 南東エリア

４８１ � 方形 ４．８ ２．８ １３．４ 小�中 ０．３４ 浅い ０４１ ０１５ 南東エリア

４８２ � 円形 ２．２ １．９ ３．３ 極小 ０．１４ 特に浅い ０２０ ０２６ 南西エリア

４８３ � 楕円形 ３．９ ２．７ ８．３ 小 ０．２４ 特に浅い ０３２ ０２０ 北西エリア

４８４ � 不明瞭な方形 ３．０ ２．２ ６．６ 小 ０．１８ 特に浅い ０３１ ０２３ 北西エリア

４８５ � 方形 ３．１ ２．６ ８．１ 小 ０．２２ 特に浅い ０３１ ０２２ 北西エリア

４８６ � 方形 ３．５ ２．７ ９．５ 小 ０．２６ 特に浅い ０２０ ０２４ 北西エリア

４８７ � 多角形（方形） ４．０ ３．５ １１．３ 小�中 ０．４１ 浅い 長軸×短軸で計測 ０１６ ０２６ 南西エリア

４８８ � 円形 ２．１ ２．１ ３．５ 極小 ０．２８ 特に浅い ０１６ ０２６ 南西エリア

４８９ � 方形 ２．７ ２．７ ５．７ 小 ０．１８ 特に浅い ０１８ ０２６ 南西エリア

４９０ � 方形 １．８ １．８ ３．２ 極小 ０．１７ 特に浅い ０１５ ０３０ 南西エリア

４９１ � 不整円形 ４．９ ４．３ １６．５ 小�中 ０．３４ 浅い ０３０ ０１６ 北西エリア

４９２ � 方形 ６．３ ４．８ ３０．２ 中 ０．６９ やや深い ０３１ ０１６ 北西エリア

４９３ � 不整方形（多角形） ６．７ ５．３ ３５．５ 中 ０．７６ やや深い 長軸×短軸（突部）で計測 ０３１ ０１７ 北西エリア

４９４ � 方形 ６．７ ６．３ ４２．２ 中 ０．８４ 深い ０３２ ０１７ 北西エリア

４９５ � 円形（不明瞭な方形） ３．２ ３．０ ７．５ 小 ０．３２ 浅い ０２５ ０２１ 北西エリア

４９６ � 長方形 ２．０ １．６ ３．２ 極小 ０．１１ 特に浅い ０２４ ０２４ 北西エリア

４９７ � 方形 ２．６ ２．６ ６．８ 小 ０．２０ 特に浅い ０３０ ０２５ 北西エリア

４９８ � 円形 ３．２ ２．８ ７．０ 小 ０．１３ 特に浅い ０３７ ０２６ 北東エリア

４９９ � 方形 ３．０ ２．１ ６．３ 小 ０．１８ 特に浅い ０２９ ０２９ 南西エリア

５００ � 方形 １．７ １．３ ２．２ 極小 ０．１１ 特に浅い ０１９ ０２７ 南西エリア

５０１ � 方形 ２．５ １．８ ４．５ 極小 ０．２０ 特に浅い ０３０ ０２０ 北西エリア

５０２ � 長方形 ３．７ １．８ ６．７ 小 ０．２７ 特に浅い ０３０ ０２０ 北西エリア

５０３ � 長方形 ４．２ ２．７ １１．３ 小�中 ０．２６ 特に浅い ０４０ ０１６ 南東エリア

５０４ � 不整方形 ２．４ １．９ ４．６ 極小 ０．１９ 特に浅い ０４０ ０１６ 南東エリア

５０５ � 方形 ２．７ ２．５ ６．８ 小 ０．１５ 特に浅い ０３３ ０２０ 北西エリア

５０６ � 方形 ４．０ ３．３ １３．２ 小�中 ０．１５ 特に浅い ０３７ ０１２ 南東エリア

５０７ � 方形 ４．１ ３．３ １３．５ 小�中 ０．１７ 特に浅い ０３５ ０２７ 北東エリア
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竪穴
番号

H２７年
竪穴確
認番号

平面形状
長径・
長辺
（�）

短径・
短辺
（�）

概 算
面 積
（�）

規模 深さ

（�）
深さ類型 特 記 南北

ライン
東西
ライン

所在
エリア

５０８ � 方形 ２．０ １．４ ２．８ 極小 ０．１３ 特に浅い ０１９ ０２４ 北西エリア

５０９ � 多角形（楕円形） ６．３ ５．１ ２６．８ 小�中 ０．５９ やや深い 長軸×短軸で計測 ０３４ ０１７ 北西エリア

５１０ � 方形 ２．２ １．６ ３．５ 極小 ０．１１ 特に浅い ０２６ ０３０ 南西エリア

５１１ � 方形 ２．８ ２．４ ６．７ 小 ０．１９ 特に浅い ０１７ ０２３ 北西エリア

５１２ � 不明瞭な方形（円形） ４．９ ４．９ ２４．０ 小�中 ０．６２ やや深い ０２０ ０１９ 北西エリア

５１３ � 方形 ４．６ ４．２ １９．３ 小�中 ０．３８ 浅い ０２９ ０２７ 南西エリア

５１４ � 方形 ５．１ ４．２ ２１．４ 小�中 ０．１６ 特に浅い 中央部に方形の凹み ０４３ ０２１ 南東エリア

５１５ � 方形？ ４．０ （１．４） （５．６） 小�中 ０．１１ 特に浅い 砂利道で半分以上埋められる ０４４ ０２２ 南東エリア

５１６ ３３６ 不整方形（多角形） ５．７ ４．８ ２７．４ 小�中 ０．６７ やや深い ０２６ ０２７ 南西エリア

５１７ ３７０ 方形 ４．８ ３．９ １８．７ 小�中 ０．４８ 浅い ０３４ ０２２ 北西エリア

５１８ � 楕円形？（不明瞭な方形？） ６．８ （４．６）（２４．６） 中 ０．４９ 浅い 東端段丘�に位置
段丘崖で東側崩落 ０４６ ０２４ 南東エリア

５１９ � 楕円形 ３．２ １．８ ４．５ 極小 ０．１１ 特に浅い 東端段丘�に位置 ０４４ ０２０ 南東エリア

５２０ � 楕円形 ５．０ ３．２ １２．６ 小�中 ０．１９ 特に浅い ０４０ ０２２ 南東エリア

５２１ � 円？（不明瞭な方形？） ７．７ （５．１）（３０．８） 中 ０．１９ 特に浅い 砂利道で一部埋められる ０３９ ０１７ 南東エリア

５２２ � 不明瞭な方形（円形） ５．５ ４．８ ２６．４ 小�中 ０．２５ 特に浅い １５４に切られている可能性 ０３６ ０１９ 南東エリア

５２３ � 不整円形 ３．８ ２．７ ８．１ 小 ０．２０ 特に浅い ０３２ ０２０ 北西エリア

５２４ � 不整円形 ４．８ ３．６ １３．６ 小�中 ０．１６ 特に浅い ０２９ ０１８ 北西エリア

５２５ � 不整円形 ３．４ ２．４ ６．４ 小 ０．０７ 特に浅い ０１５ ０３０ 南西エリア

５２６ � 楕円形 ３．１ ２．１ ５．１ 小 ０．１０ 特に浅い ０３７ ０１１ 南東エリア

５２７ � 方形 ２．２ １．７ ３．７ 極小 ０．１６ 特に浅い 最北部に単独で分布 ０４３ ０３３ 北東エリア

※方形は対向する辺の長い方を計測した。
※方形と長方形、円形と楕円形の区別は、長（辺・軸）と短（辺・軸）の比が１．５以上ものを長方形・楕円形とした。
※平面形で不整方形・多角形・楕円形・不整円形の分類を行っているが、埋没状況の輪郭を主観的に判断したものであり、変更の余地がある。
※平面形状で「？」付きは、道路などで埋められ全体形状が観察できないものを示す。
※平面形で形状判断が難しいものは、括弧内に他候補を併記している。
※道路に部分的に埋められたものの規模は推定面積から分類している。
※「所在エリア」は南北ライン３５・東西ライン２５を境界に、「北西」（南北３５以西・東西２５以北）、「北東」（南北３５以東・東西２５以南）、「南西」（南北３５以西・
東西２５以北）、「南東」（南北３５以東・東西２５以南）の４つのエリアを設定した。
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写 真 図 版





図版１

東山１遺跡出土 土器（１） 縮尺１：３



図版２

東山１遺跡出土 土器（２） 縮尺任意



図版３

東山１遺跡出土 土器（３） 縮尺１：３



図版４

東山１遺跡出土 石器（１） �片石器１：２、礫石器１：３



図版５

東山１遺跡出土 石器（２） �片石器・石斧１：２、礫石器１：３



図版６

東山１遺跡出土 石器（３） �片石器・石斧１：２、礫石器１：３



図版７

東山１遺跡出土 石器（４） �片石器１：２、礫石器１：３



図版８

東山１遺跡出土 石器（５） 礫石器１：３、５３は任意



図版９

１ 道指定有形文化財「岩内東山円筒文化遺跡出土の遺物」 �片石器集合

２ 道指定有形文化財「岩内東山円筒文化遺跡出土の遺物」 礫石器集合



図版１０

シブノツナイ竪穴住居群遠景 西から 矢印が現地



図版１１

１ シブノツナイ竪穴住居群空撮 南東から

２ シブノツナイ竪穴住居群空撮 東から



図版１２

１ 東部段丘崖付近の竪穴群 北から

２ 西部段丘崖付近の竪穴群 東から



図版１３

１ 北部の竪穴群 北から

２ 南部防風林内の竪穴群 東から



図版１４

１ 竪穴番号確認作業 ２ 測量実務実習

３ 牛と竪穴

４ 牛のいる測量調査状況 ５ 測量調査状況（１）

６ 測量調査状況（２）



図版１５

１ 円形・規模極小 竪穴４７７ 北東から

２ 円形・規模小 竪穴１４３ 北東から

３ 円形・規模小－中 竪穴１１４ 北東から



図版１６

１ 円形・規模小－中 竪穴４５０ 北から

２ 円形・規模中 竪穴１０５ 北から

３ 円形・規模中 竪穴２０６ 北から



図版１７

１ 方形・規模小 竪穴４８６ 東から

２ 方形・規模小－中 竪穴２８６ 北東から

３ 方形・規模小－中 竪穴３８０ 北東から



図版１８

１ 方形・規模中 竪穴２５１ 北東から

２ 方形・規模中－大 竪穴２３０ 北東から

３ 方形・規模中－大 竪穴３６８ 北東から



図版１９

１ 方形・規模特大 竪穴２２３ 北東から

２ 方形・規模特大 竪穴４１２ 南から

３ 方形・規模超特大 竪穴３１４ 南西から



図版２０

１ 多角形・規模中 竪穴３５０ 西から

２ 多角形・規模超特大 竪穴４１６ 南東から

３ 柄鏡形・規模中 竪穴１８９ 北東から
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